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口絵Ⅰ-1：約 2万 3千年前（最終氷期最盛期）における東アジアの植生図．

口絵Ⅰ-2：現在の東アジアの植生図．



口絵Ⅱ-1：大阪平野の古地理図（大阪市文化財協会、2008）．（左）古大阪平野の時代（約 23000 年前）．（右）河内湖の
時代（約 2100 年前）．

口絵Ⅱ-2：東大阪市、鬼虎川遺跡の地層に含まれる樹木花粉の割合（パリノ・サーヴェイ、1998 をもとに作成）．
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口絵Ⅲ-1：大阪層群の総合層序．市原 (1993) の総合層序表を基本に、海成粘土層と酸素同位体変動曲線との対比は吉川・三田
村 (1999) と Momohara（2016）、火山灰層の年代は Satoguchi and Nagahashi(2012)、植物化石の層序は Momohara(2016)、植生
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主にアゲハチョウなどチョウ類が花粉を運ぶ花
花の色は様々だが、雄しべ・雌しべが長く突き出て
いるのが特徴（写真はクサギ）．

主に甲虫が花粉を運ぶ花　
独特の香りがあるものが多く、白～黄色の小さい花
が集まって咲いているものが多い(写真はガマズミ)．

主にハエ・ハナアブが花粉を運ぶ花　
白、黄色の花が上向きに咲き、蜜腺や葯が露出して
いるのが特徴 (写真はヤツデ )．

主にスズメガ類が花粉を運ぶ花　
白や黄色の花で、長い距や花筒に多くの蜜を蓄えて
いる．甘い香りがあり夜咲きのものが多い (写真は
キスゲ )．

主にハナバチが花粉を運ぶ花　
様々な色や形の花があるが、筒状になり蜜や葯が花
の奥に隠されているものが多い (写真はエゾママコ
ナ )．

様々な昆虫が花粉を運ぶ花　
タンポポのように上向きに咲き、花粉が露出してい
る花には、様々な昆虫が訪れ花粉を運んでいく (写
真は全てカンサイタンポポ )．

ハナバチ

ハナアブ チョウ

甲虫

口絵Ⅳ-1：昆虫と花．花にはさまざまな昆虫が訪れ花粉の運び手となるが、訪れる昆虫の種類によって花の形
や色、香りの有無などの特徴が変わってくる．昆虫の好みにあった香りや色を持つことで、より多くの個体を
引き寄せることができる．
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は　じ　め　に

大阪市立自然史博物館は、1974 年 4 月に長居植物園内でオープンして 50 周年を迎えようとしてい
ます。長居公園内に自然史博物館がオープンした 1974 年に発行された展示解説第 1 集には、当時、
昆虫研究室の学芸員だった日浦　勇 氏による「自然史」について解説された文章が掲載されていま
す。少し長いですが引用してみましょう。
「この博物館は大阪市立自然史博物館といいます。「自然史」という言葉に耳慣れないものを感じ
た人もいるかもしれません。いったい何のことでしょう。自然史というのは英米語でいうナチュラル・
ヒストリィ （Natural History）の直訳です。明治時代には博物学と訳されていました。この古い訳語
は広く自然界にある、おびただしい事物に関する知識を集積する学問、という意味です。
今日、科学技術の異常な発達は、それが必ずしも私たちに幸せばかりをもたらすとは限らない、
ということがわかってきました。よりよい未来を築くために、とりわけよりよい身近な環境を維持
するためには、狭い専攻分野のことしか考えていない専門家にまかせきりにはできません。市民の
一人一人に、自然界の構造や諸関係についての幅広い知識が要求されます。とりわけ、人間の生活
が自然と強く結びついていること、その結びつきは人間の歴史とともに変わってきたこと、人間そ
のものが自然の進化の中で生まれてきたこと、をよく知る必要があります。
広く自然に関する知識を集めるだけの学問だったナチュラル・ヒストリィを、現代の人類に重要
な学問－人間の自然との関わりを発達史的見地から理解する学問－として再建しよう、そういう意
志のもとに自然史と表現したわけです。
私たちは、人間との関わりの中での自然発達史を理解していくことこそが、科学を市民のものと
し、そして私たち自身の未来を保障する道だと考えています。」

この文章は今から 50 年前に書かれたものですが、その理念は 21 世紀になった現在も、当館の活
動に受け継がれているものです。当館の展示のテーマである「人と自然」は、この「自然史」の理
念を表現したものといえます。
**********************************************************************************************************************************************

この本は自然史博物館本館の常設展示の手引きとなる解説書です（「大阪の自然誌」展示室は除
く）。展示室の説明パネルと同じ文章を中心に収録しており、展示を使って学習する人びとの手引き
となるものです。

当館の常設展示は 1974 年に開館し、その後 1986 年に一部の常設展示の更新が行われました。
2001 年には花と緑と自然の情報センターに「大阪の自然誌」展示室が増設されました。その後、
2006 年に本館前ポーチとナウマンホールがリニューアルされ、2007・2008 年に第 5 展示室がオープ
ンしました。他にもコーナーごとの小規模な展示更新は行われていますが、一部の展示は 1974 年に
オープンした当初のままです。

そのため、この本に掲載されている文章には、50 年前に書かれたものから 2020 年代に書かれたも
のまで様々なものが含まれ、通読すると違和感を感じるかもしれません。実際の展示の説明パネル
とできるだけ文章をそろえたために、文体も項目ごとに異なります。

しかし、その内容は年代を超えても通じるもので、私たちが「人と自然」の関わりを考えていく
ためには必要なものであると考えています。この解説書が、はじめて自然史博物館にふれた方から
何度も来館した人まで広くに、大阪の自然、そして自然史博物館への興味を、よりかき立てるもの
であることを願っています。
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自然史博物館ポーチ
ポーチに釣り下げられている 3 頭のクジラの骨格標本は、いずれも大阪湾でみつかったものです。

大阪の町は人工物でおおわれています。しかし、これらの骨格標本は、大阪の海もクジラたちが泳
ぐような大自然とつながっていることを、わたしたちに語りかけているようです（裏表紙写真）。

ナガスクジラの「ナガスケ」
3 頭のクジラの骨格標本のうち、1 番大きなものはナガスクジラです。1990 年 4 月 8 日、大阪府の

堺
さかい

泉
せん

北
ぼく

港に流れついた死体（図 1）を、7 年かけて骨格標本にしたものです。
ナガスクジラはクジラ類のなかで 2 番目に大きい種で、大人になると南半球のものは最大 27 メー

トルにもたっします。ナガスクジラはとても細長い流
りゅう

線
せん

型
けい

の体をもち、速いスピードで泳ぐことが
できます。

このナガスクジラの骨格は全長 19 メートルあり、日本近海で採集され展示されているクジラ類で
は最大級の標本です。ナガスクジラは世界中の海にすんでいますが、沖合を泳ぐことが多く、死体
が流れついたり、陸にのりあげたりした例はそれほど多くありません。

この骨格標本は「ナガスケ」といいます。市民に広く愛称を募集し、384 名の応募のなかから
2006 年 4 月 29 日に決定しました。 

図 1：堺泉北港に流れつき、陸
りく

揚
あ

げのため岸
がんぺき

壁に運ばれたときのナガスクジラ（ナガスケ）．腐ってガスが発生しているため、腹
を上にして浮いている．

マッコウクジラの「マッコ」
2010 年 5 月 22 日、堺泉北港でマッコウクジラの死体が漂

ひょう

流
りゅう

しているのがみつかりました。全長 9.1
メートル、体重およそ 10 トンの若いメスでした。

マッコウクジラは大きな頭、短い胸ビレ、ひろい三角形の尾ビレをもっています。マッコウクジラ
はハクジラ類で最大の種で、生まれたときはおよそ 4 メートル、オスは最大でおよそ 18 メートル、
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メスは 12 メートルにもなりま
す。下アゴには円

えん

錐
すい

形
けい

の歯が生
えています（図 2）。また、頭部
の外観が左右非対称であること
が、マッコウクジラの特徴です。

当館ではこのマッコウクジラ
を解体してもち帰り、骨格標本
を作成しました。2013 年の特別
展「いきもの　いっぱい　大阪
湾」において組み立てられた全
身骨格を初公開し、その会期中
に来場者のみなさんから愛称を
募集し、「マッコ」という名前に
なりました。

ザトウクジラの「ザットン」
2015 年 9 月 11 日、大阪府岬町の長崎海岸沖でザトウクジラの死体が漂流しているのがみつかりま

した。全長 7 メートルの若いオスでした（図 3）。
ザトウクジラはナガスクジラ科にふくまれます。他のナガスクジラ科のなかまと比べると、ザト

ウクジラはとても長い前
ぜん

肢
し

（胸ビレ）をもっています。前肢の長さは、全長のおよそ 1/3 にもな
ります。ザトウクジラの学名は
Megaptera novaeangliae で、 そ
の属名は巨大な（Mega：メガ）
＋翼

つばさ

（ptera：プテラ）のような
長い前肢、にちなんで名付けら
れています。

回収されたザトウクジラの骨
格は、自然史博物館にもち帰り、
骨格標本を作製し、2017 年の特
別展「瀬戸内海の自然を楽しむ」
において初公開されました。そ
の会期中に来場者から愛称を募
集し、「ザットン」という名前が
つけられました。

ポーチの床にも注目
ポーチの床には、展示している 3 頭のクジラたちが生きていたときの、体の形をえがいてありま

す。あなたの体の大きさと比べてみませんか。 

図 2：マッコウクジラ（マッコ）の頭部のアップ．下アゴに円錐形の歯が並ぶ．

図 3：岬町に漂着したザトウクジラ（ザットン）．
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ナウマンホール
大阪における人と自然のはじまり

大阪に人が住みはじめたのがいつのことか、まだはっきりとは、わかっていません。しかし、3 万
数千年前の地層から石

せっ

器
き

が見つかっています。そのころ、大阪でもナウマンゾウやヤベオオツノジ
カの群れが、大地をかけまわっていました。この大阪にも、大自然の中で、ゾウやシカを狩る人び
とがくらしていたでしょう。

最終氷
ひょう

期
き

の古大阪平野
およそ 2 万 3 千年前、最終氷期の中で最も寒かったころの大阪平野は、古大阪平野とよばれてい

ます（口絵Ⅱ− 1 左）。大阪平野は現在よりもたいへん起
き ふ く

伏に富んでおり、丘陵や小高い台地・段丘
のなかを古淀川や古大和川が流れていました。

海岸線は、はるか南の紀伊水道のあたりにあり、旧石器人は陸地だった大阪湾でゾウやシカを狩
り、古大阪平野にも生活の跡をたくさん残したでしょう。現在見つかっている遺跡はそのごく一部
です。

最終氷期の森の景観
最終氷期の大阪の山々では、秋になるとナラ類やシラカバなどの広

こう

葉
よう

樹
じゅ

が紅葉し、濃い緑のチョ
ウセンマツやヒメマツハダなどの針

しん

葉
よう

樹
じゅ

と入り混じる、現在の長野県志賀高原のような景色が見ら
れました。

ナウマンゾウ
およそ 2 万年前まで日本にすんでいました。ここ大阪でも、私たちの祖先はナウマンゾウ狩りを

して、くらしていたことでしょう（表紙右）。

ヤベオオツノジカ
絶滅した大型のシカのなかまで、巨大な角をもっていました。よく、ナウマンゾウと同じ所から

化石が見つかります（表紙左）。

ナウマンゾウとシカ類の足跡化石
大阪市住吉区の山

やま

之
の

内
うち

遺
い

跡
せき

で、約 8 万年前の川岸にナウマンゾウの足跡がたくさん見つかりまし
た（表紙写真のナウマンゾウとヤベオオツノジカの足下）。ナウマンゾウがこの場所を行き来してい
たのです。この場所では、ヤベオオツノジカの大きな足跡と、ニホンムカシジカかニホンジカと思
われる小さなシカの足跡も見つかりました。

サヌカイト
サヌカイトの表面は白っぽくざらざらですが、割れると中は真っ黒で、たいへん鋭

するど

い割
わ

れ口がで
きます。石器時代の私たちの祖先は、この割れ方を利用して、サヌカイトを材料にやり先やナイフ
などの石器を作りました。サヌカイト（讃

さぬ

岐
き

石
いし

）という名前は、この石がたくさん見つかる香川県
の古い地名（讃岐）をとって、つけられました。大阪では、二上山のちかくで見つかります。

2 万 3千年前の東アジア植
しょく

生
せい

図
ず

今から 2 万 3 千年前、最終氷期の最も寒かった頃の東アジアの植生を、地層の中に含まれた花粉
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化石をもとに推定しました（口絵Ⅰ− 1）。この時代、たくさんの水が氷河となって陸上にあったた
め、海水面は今よりずっと低く、陸地が広がっていました。寒さのために現在日本に広がるシイや
カシなど暖かい地域の森は、紀伊半島や九州の南端にごくわずか、へばりつくように残っているだ
けです。針葉樹の森も今よりかなり広い範囲に広がっています。また、内陸部は乾燥の影響も受け
ていたようです。たとえば、現在の瀬戸内海にあたる盆地はブナには乾燥しすぎていたようです。

現在の東アジア植生図
日本の自然の特色を考えるためには周囲の地域と比較し、また森の移り変わりを考えることが大

切です。口絵Ⅰ− 2 は人間が森を切り開いた影響を取り除いて描いた、東アジアの森の地図です。
気候や地形にしたがって、植生は異なっています。2 万 3 千年前の植生図と見比べて、変化を考えて
みましょう。東北地方の日本海側にはブナ林が広がりますが、太平洋側には乾燥のためコナラやミ
ズナラの林が広がります。西日本は温暖なため、シイやカシの林がブナ林とほとんど接するところ
まで広がっています。これに対し、韓国ではシイやカシの林は南端部に限られ、落葉広葉樹林がひ
ろく分布しています。

大阪における人の活動と自然
およそ 3000 年前の縄文時代晩

ばん

期
き

になると、西日本でも水田で稲が作られるようになり、狩りを中
心とした生活は、農業を中心とした生活へと変化しました。さらに弥生時代から古墳時代へと進む
につれ、大きな集落が作られ、広い水田が開発されました。人々の生活は、自然にどのような影響
を与えたのでしょうか。

河内湖と弥生時代の遺跡
縄文時代には現在の河

か わ ち

内平野の奥まで海が入っていました。この海は河内湾と呼ばれています。
5500 年前頃になると海は退

しりぞ

きはじめ、川が土砂を運び込んで河内湾を埋め立てていきました。そし
て河内湾の入口は狭くなり、弥生時代の中頃には河内湖と呼ばれる湖に変わりました（口絵Ⅱ− 1
右）。人びとは水田を作るために低地に進出しましたが、たびたび洪水にあって水田をあきらめなけ
ればなりませんでした。河内湖の周りには、そのような土砂で埋まった水田跡や住居跡が残ってい
ます。

人間の活動と植生の変化
生駒山の西のふもとにある西

にし

ノ
の

辻
つじ

遺跡や鬼
き

虎
とら

川
がわ

遺跡では、弥生時代の貯
ちょ

木
ぼく

場
じょう

やたくさんの木製農
具が発見されています。人びとが森からたくさんの木を切り出し、利用していたことがわかります。
鬼虎川遺跡の地層に含まれる花粉化石の割合をみると、弥生時代中期の約 2100 年前から、カシ類の
花粉がへり、マツ類や草の花粉がふえています（口絵Ⅱ− 2）。当時の人びとが山野を切り開き、多
くの木材を利用したため、鬼虎川遺跡のまわりの山では、カシ類がへりマツ類がふえ、ふもとでは
草地や田畑がひろがったことがうかがえます。

 

− 5-



第 1展示室　

身近な自然
あなたはいま、どのような自然の中にすんでいますか？
　人間が大きくつくりかえた都市の自然。
　人間とさまざまな動植物の営みによってなりたっている、田畑や里山の自然。
　人間の手がほとんど入っていない、原

げん

生
せい

の自然。
私たちのまわりには、このような３つの段階の自然があります。長い間の人類の営みによって、

自然は大きくかわりましたが、そのなかで生きものは、たくましく生きています。大阪の自然を中
心に、さまざまな自然のなかで、どのような生きものがくらしているのか、みてみましょう。

図 4：第 1展示室配置図．
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■ 1　外国からの侵入者たち■

■港から入る生物■
日本は島国なので、陸や淡水にすむ生物は、外国からなかなか入ってくることができない。海上

を流されて上陸するか、空を飛んでくるしかないわけである。
ところが、人が外国と行き来し、荷物を運ぶことが盛んになると、積み荷にまぎれこんで植物の

タネや昆虫がやってくる。侵入ののち定着する生物も、明治以後しだいに多くなった。
大阪港や神戸港へは、大阪都市圏で消費される物資が、船でたくさん運ばれてくる。世界各地か

らの木材、穀物、綿や羊毛の原料などに、植物のタネや昆虫、クモやサソリ、ときには大きなトカ
ゲもかくれている。きびしい検

けん

疫
えき

で発見されるものも多いが、それでも侵入し、そのいくつかは定
着することがある。

フジツボや貝などの海の生物も、船底の表面にくっついて、いつの間にか日本へ運ばれてくる。

木材について入る動物
東南アジアやアフリカから、ラワン材などの南洋材がどんどん運ばれてくる。シベリアやカナダ

からも、針葉樹の木材がたくさん運びこまれる。材木の中や皮の下には、カミキリムシ、ゾウムシ、
キクイムシなど、木材害虫がよく巣くっている。材木の奥深くにかくれているので、よほど気をつ
けて検査しなければならない。

ときには、サソリやクモ、ヘビやトカゲなどが、ひそんでいることもある。

ダイズといっしょに入ってきた種子
輸入されたダイズ（大豆）には、収穫のときにまざりこんだ雑草や穀物の種子が入っていること

が多い。このようなまざりものは、重さにして 2 ～ 3% もの量がある。
それらの種子はより分けられるが、その一部がこぼれ落ちて、ダイズを原料として使っている製

油工場やしょう油工場の近くなどで発芽していることがある。

■ 2　都市の自然■

■ 2A　都市公園■
おもに道路や建物などから成り立っている都市は、多くの生き物にとってあまり住みやすい場所

ではありません。それでも街路樹や庭先など、あちこちに散らばっている住み場所をめざとく見つ
けて、さまざまな生き物が暮らしています。

そんな都市にあって、都市公園は一見緑豊かな環境です。しかし、都市公園の樹木の多くは植え
られたものです。樹木の下はすっきりと見通しよく切り払われていて、花

か

壇
だん

や芝生があります。落
ち葉はかき集められて捨てられ、また地面は多くの人に踏み固められるため、土壌はあまり発達せ
ず、乾燥しています。地面近くや土の中でくらす生き物には住みにくい場所です。

そんな都市公園でも、いろいろな生き物が利用しています。とくに、木の上で暮らす鳥や昆虫に
はさまざまな種類が見られます。単に多くの生き物が暮らしているだけでなく、生き物同士のさま
ざまな喰

く

う喰われるの関係も見られます。

都市公園の鳥：ヒヨドリの一年の食生活
都市公園では、年間を通じてさまざまな鳥を観察することができます。とくに近年、メジロ、シ

ジュウカラ、コゲラなど、かつては山林に生息していた鳥が、市街地に進出して、繁
はん

殖
しょく

するように
なってきています。こういった鳥は、都市鳥と呼ばれます。その結果、都市公園をはじめとする市
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街地に年中いて、繁殖する鳥は増えつつあります。ヒヨ
ドリは、代表的な都市鳥の一つで、大阪では 1970 年頃か
ら市街地で繁殖するようになりました。現在では、年中市
街地でふつうに観察され、都市公園から庭先の木まで、あ
ちこちで繁殖しています。

ヒヨドリが、年間を通じて都市公園で生活するには、
年中食べ物がなくてはなりません。そこでヒヨドリの一
年の食生活を見てみましょう（図 5）。

夏のヒヨドリの食べ物は、おもに昆虫です。サクラな
どの果実が熟

じゅく

していれば食べますが、この時期に熟す果
実はあまり多くないので、おもに昆虫を食べています。
チョウやガ、ハチなど様々な昆虫を食べます。木の枝や
葉にとまっている昆虫だけでなく、飛んでいる昆虫も追
いかけて捕まえます。セミの成虫がたくさん出てくる 7
月～ 8 月には、セミを盛んに食べています。ヒヨドリが

飛んでいるセミを追い回している光景を見ることもしばしばです。
秋から冬にかけてのおもな食べ物は果実です。秋には、まだ活動している昆虫も食べていますが、

冬になると果実が食べ物の中心です。都市公園にはクスノキやクロガネモチなど果実をつける木が
たくさん植えられていて、その多くは秋から冬にかけて果実が熟します。そのため秋から冬の都市
公園は、ヒヨドリにとって食べ物の宝庫です。果実を食べたヒヨドリは、果肉は消化しますが、種
子は消化せずに糞

ふん

と一緒に出してしまいます。その結果、ヒヨドリは種子をあちこちにまく事にな
ります。果実をつける木は、ヒヨドリなど果実食の鳥に、果肉を食べさせる代わりに、種子を散

さん

布
ぷ

してもらうという持ちつ持たれつの関係を作っているのです。
しかしどんどん食べていくと、そのうちに果実はなくなってしまいます。果実のなりが悪かった

り、ヒヨドリの個体数が多いと、冬の間に果実が食べ尽くされてしまいます。そうすると、ヒヨド
リは畑の野菜や花壇に植えてあるものを食べるようになり、あちこちで問題を起こします。

さまざまな花が咲く春のおもな食べ物は花や花の蜜
みつ

です。サクラをはじめとする様々な花にやっ
てきては、花にくちばしを突っ込んで蜜を吸っているヒヨドリの姿を目にすることができます。そ
して、昆虫が活発に活動しはじめると、食べ物の中心は昆虫に移っていきます。

大阪の都市昆虫=クマゼミ
夏の昆虫といえばセミである。大阪市内の都市公園などではクマゼミが非常に多く、早朝からさ

かんに鳴いている。7 月中旬ごろから現れ、8 月下旬にはほぼ完全に姿を消す（図 6）。
枯れ枝に産みつけられた卵は、その翌年の 6 月ごろに幼虫となり、土の中にもぐって、樹の根か

ら汁をすって育つ。幼虫期間は 5 年ぐらいといわれている（図 6）。

図 5：ヒヨドリの食物の季節変化．長居公園での調
査結果を基にした模式図．

図 6：クマゼミの卵、幼虫、成虫．
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クマゼミは昔から大阪市内に多かったわけではない。以前はむしろアブラゼミなどのほうが多かっ
たといわれる。

クマゼミがこれほどまでに増えたのは、温暖化、都市化による乾燥化やヒートアイランド現象な
どとの関連が言われることがあるが、はっきりとした理由はまだよくわかっていない。

■ 2B　町の自然■
経済や産業の発達とともに、人口が増えて、町は都会へと変化してゆく。それにともなって、自

然はどんどん失われ、公園や庭園など人工的な自然だけが残る。早くから都市化が進んだ大阪は、
その典型であろう。

よごれた水や空気、きれぎれの緑、ビルやアスファルトの道路におおわれた、すみにくい環境に
すめるのは、生活力のたくましい生物だけである。繁殖力が強くて、むしろ人がすむ場所に近づい
て生活する、ドバトやクマネズミなどの動物、どんな木にでもつくアメリカシロヒトリやオオミノ
ガなどの昆虫、植物ではアスファルトのわれ目にも生えるセイヨウタンポポなど、帰化生物が多い。

近代化された台所にも、あいかわらずゴキブリの姿はたえず、家の中の害虫はむしろ増える傾向
にある。町の自然は、ひとびとの生活の変化とともに、変ってゆくだろう。

家の中に多い昆虫
屋内でよく目につく昆虫は、人間の衣

い

食
しょく

住
じゅう

にかかわりが深いものがおおい。ほとんどは害虫であ
るが、なかには、かれらをやっつける虫もいる。一生を家の中ですごす昆虫が多いので、虫たちの
生活は、人の生活様式の変化に影響されやすい。冷暖房の普及で適温が保たれ、サッシなどで部屋
の通気がわるくなって湿度が高くなり、屋内昆虫はますますすみやすくなったといえるだろう。

街なかの昆虫
人工的な自然しかないところでは、どんな植物でも食べることができるような、生活力の強い、

たくましい種類だけがすみついている。天敵が少ないので、ときに大発生することもある。戦後に
帰化したアメリカシロヒトリはその代表であろう。いろいろな荷物や植木などについて運びこまれ、
すみつく昆虫もある。ドブ川や汚水槽

そう

などの中には、カ、ユスリカ、チョウバエなどが発生する。
街なかの昆虫は、やっかいものが多いが、身近な自然といえるだろう。

身近に見られるタンポポ
大阪には主に 4 種類のタンポポが分布しており、そのうち 2 種が日本にもともと自生している在

来種です。そのひとつカンサイタンポポは農村ではまだ多く見られますが、都市部では少なくなっ
ています。もうひとつのシロバナタンポポは大阪府に広く分布していますが、数は多くありません。

残りの 2 種類は外国からやってきたものです。セイヨウタンポポは大阪で最も普通に見られるタ
ンポポで、都市から農村まで広く分布しています。アカミタンポポはセイヨウタンポポとそっくり
ですが、果実が赤みがかることで区別できます。都市部に多く見られます。

■ 3　村の自然■

農耕が広くおこなわれるようになると、人びとの生活は、稲作を中心とした定住生活にかわり、
まわりの自然を変えていった。田を作り、用水路やため池を作った。畑を作り、村のまわりには、
竹をとるための竹林や、薪

まき

をとるための雑木林を作った。
農村の豊かな生物相は、こうしてできた新しい環境に、もともとそこにいた生物と、新しく加わっ

た生物とがあわさって、作られている。これらの生物は、農村の複雑な環境をうまく利用し、また
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農耕の四季のサイクルにあった生活をしているものが多い。

田畑の生物
イネや麦が大陸から日本に入ってきたとき、雑草もいっしょに入ってきた。雑草は、イネや麦と

同じような生活型をしていたり、あるいは同じような生活のサイクルをもっているので、イネや麦
にまぎれこんで生活することができる。水田で春から夏に生育する雑草には、イヌビエ、コナギ、
コゴメガヤツリ、オオイヌタデ、タカサブロウ、チョウジタデなどがあり、秋に発芽して冬を越し、
春の雑草となるものには、スズメノテッポウ、タネツケバナ、サナエタデ、ハコベ、タガラシ、ナ
ズナなど、それぞれ多くの種類がある。

これらの植物は、農耕が広がるにともなって日本中に広がっていった。また昆虫にも栽培植物や
その雑草とむすびついて日本に入ってきたものがあり、たとえばモンシロチョウも、その一例では
ないかと考えられている。

田畑の近くでみられる植物の多くは、このようにして日本に入り、定着したものである。このよ
うに、先史時代に人間の活動にともなって日本に入ってきた植物を、史

し

前
ぜん

帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

とよんでいる。

ため池
大阪は瀬戸内型気候下にあるため、年間雨量は少なく、1400mm 程度である。人びとは水田の水

を確保するために、非常な努力を続けてきた。ため池は、雨水や川の水をためる人工の池で、必要
なときに水が使えるように、小さな谷をせき止めたり、平地では堤防で囲ったりして作られた。昭
和初期には、大阪府下で 3 万をこえるため池があった。

ため池には水の浄
じょう

化
か

作用があり、周囲の気候をやわらげるという効果もある。ため池はもとは人
工のものであるが、今では大阪平野の自然の大切な要素であり、農村的な自然の残っているところ
でもある。最近では都市化がすすんだため、利用されなくなって放置され、うめたてられるものが
多く、その数は減っている。

水田地帯の生物
稲作地帯には、広い面積に水をたたえた水田をはじめ、ため池や用水路など、さまざまに様子の

ちがう水域がある。それらは、定期的な手入れによって、稲作のサイクルにあわせて、毎年おなじ
状態に維持されている。

この水域は、それまで川のよどみや沼地などで、ほそぼそとくらしていた水生生物たちにとって
の新しい生活場所となり、多くの種類の水生植物がはえ、水生昆虫がくらし、魚やカエルも、すみ
つくようになった。

竹林
村をとりかこむ山すそや川の堤防などには、モウソウチクやマダケなどの竹林がみられる。竹林

のなかはうす暗く、また厚く葉がつもり、林内に生活する動植物の種類はそう多くないが、竹林を
このんで生活するキノコもある。

モウソウチクは主として筍
たけのこ

をとるために植えられ、マダケは密でじょうぶな地
ち

下
か

茎
けい

をはるので、
堤防の補強の効果も考えて植えられている。また竹は軽くてじょうぶであるため、物

もの

干
ほし

竿
ざお

などにし、
また曲げて加工しやすい性質を利用して、カゴなどのほか、日常の生活用具を作った。プラスチッ
クのなかった時代には、いまプラスチックで作っているものの多くが、竹で作られていたといって
いいだろう。

竹林は小さな面積のものが多いが、村の人たちの生活にむすびついた、大切な林であった。
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■ 4　里山の自然■

大阪府下の林は、クヌギ・コナラ・リョウブなどの落葉広葉樹にアカマツがまじった林が、広い
面積を占めている。明るい林の中では、数多くの植物が育ち、ケモノや昆虫が生息している。この
ような林のことを、里山とよんでいる。

かつて人びとは、原生林をきりひらいて田畑や居住地として利用し、さらに村の周囲の林を、く
らしのために必要な燃料や用材、肥料、山莱などを得るために利用してきた。里山は、自給自足の
村の生活とむすびつき、日常的、多面的な利用によって作られ、自然のいとなみと人間のはたらき
の調和によって維持されてきた林である。

しかし最近では、里山は利用されなくなり、放置され、やがて植林地や宅造地となっていくものが多
い。里山の豊かな生物相、そして、その里山にむすびついていた人びとの生活方法は、現代においても
忘れてしまってはならないものである。里山を大切な林として保護し、後世に残さなければならない。

里山林のジオラマ
ジオラマは、まだ木々の芽が開ききっていない 4 月中旬ごろの里山の様子である。
背の高い木はほとんど落葉樹で、常緑樹はアカマツだけである。クヌギやコナラなどが株立ちし

ているのは、伐
ばっ

採
さい

された切株から出た芽が大きくなったためで、木があまり大きくないことをみる
と、伐採されたのは、それほど昔のことではない。明るい林の中では、シュンランやキンランなど、
春の花が咲いている。

左手にはスギの植林がみえている。植林の中は一年じゅう暗く、他の植物は、あまり生えていない。

■ 5　照
しょう

葉
よう

の森■

大阪でも大阪城のあたりの高台は、もし人間がいなかったら、いまでもジオラマのような暗い森
だったろう。私たちの祖先は、このような森を生活のためにきりひらいた。

シイ・カシ・ツバキ・クスノキのなかまなどの常
じょう

緑
りょく

の木がおいしげり、フジ・テイカカズラ・サ
ネカズラ・イタビカズラなどのつるがまといついていた。このような森をつくっている常緑樹は、
葉がこい緑色で厚く、つやがあって、日光をうけてきらきら光る。それで照葉樹林とよばれている。

照葉の森にすむシカやイノシシは大切なたべものであった。そこにはえるさまざまな植物が生活
資源となった。私たちの遠い祖先の生活は照葉の森と深くかかわっていた。

大阪では、このような森はすっかりきりひらかれて、神社やお寺の森にわずかにそのおもかげを
とどめているだけである。

照葉の森のジオラマ
アラカシの老木が枯れ、森の中に光がさしこむようになった。まわりの若い木は光を求めて枝を

のばし、すき間をうめようとしている。照葉樹林の中は年中うす暗いが、常緑樹の葉がいれかわる
初夏のころは、比較的明るい時期だ。テイカカズラの花が咲き、林床にはベニシダの赤みがかった
新葉が開いた。落葉の間からマムシグサも出てきた。みんな緑色の葉を光のくる方に向けて、せいいっ
ぱい光合成をしている。

森にすんでいるのは緑色の植物ばかりではない。植物をたべる動物や、その動物をたべる動物も
いる。動物たちの排

はい

泄
せつ

物
ぶつ

や死体、植物の落葉などは土の中にすんでいる小動物や、菌類やバクテリ
アなどの微生物によって分解され、ふたたび植物の栄養となる。

よくみると、あちこちにいろいろなキノコがみつかるだろう。菌類に寄
き

生
せい

しているギンリョウソ
ウも生えている。
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主な植物
高木：アラカシ・イチイガシ・シイ・カゴノキ・ヤブニッケイ・ヤブツバキ
つる植物：サネカズラ・テイカカズラ・キヅタ・キジョラン・イタビカズラ・フジ
林床植物：ジュズネノキ・マムシグサ・ベニシダ
菌
きん

従
じゅう

属
ぞく

栄
えい

養
よう

植
しょく

物
ぶつ

：ギンリョウソウ

■ 6　失われゆく環境と生き物■

生き物はお互いにいろいろな関わりを持ちながら暮らしています。過去 2 万年は人間とも大きな
関わりを持っています。特に過去 2 千年は、農業活動に大きな影響を受けながらも様々な生きもの
が生き延びてきました。

近年、文明が急速に発展する中で、多くの生き物が絶滅の危機にあります。人間が関わらなくて
も生き物は絶滅してきましたが、人間活動は比較にならないくらい多くの生き物を急激に絶滅の淵

ふち

に追い込んでいます。その保全のためには生育環境全体を考えることが大切です。
ここでは、大阪で絶滅の危機にある生きものが多く見られる環境として、草地と淡水の水辺を取

り上げました。

保護の必要な生き物のリスト
生き物の大量絶滅をなんとか押しとどめようという動きが出てきています。その一つが、絶滅の

危機にある生き物をリストアップし、保護対策に役立てようというものです。出版されたリストは
レッドリストと呼ばれています。大阪府で何を掲載すべきかを考えるためには、大阪府の生き物の
現状を注意深く知る必要があります。博物館の標本は、このような活動にも活用されています。

里草地
かつて田んぼのあぜの草は、肥料などに使うため絶えず刈

か

られ、草地として維持されてきました。
そして、明るい草地を好む生き物を育んできました。その多くは日本がもう少し寒く、乾燥してい
た時代の生き残りです。あぜがコンクリートで固められ、除草剤がまかれ、あるいは森や住宅に変
わることで、多くの生き物が絶滅の危機にあります。

 
ため池

ため池は稲作の水を確保するために作られた水辺ですが、長い年月の間に多くの生き物が移りす
みました。ため池はそれぞれ大きさや形、管理の方法も違い、水質など環境は変化に富んでいます。
そのため、池ごとに違った生き物たちを育んできました。しかし近年、埋め立てや改修工事、排水
が流入することによる水質の悪化によって、多くの生き物たちが姿を消しています。

河川
明治時代以前、近代的な河川改修が行われる前の河川の周囲には、洪水のたびに植生や土砂が流

されたりする原
げん

野
や

が広がっていました。最近では堤防やダム、堰
せき

が整備されることによって、洪水
による維持、再生のしくみが失われています。自然とたたかう「治

ち

水
すい

」が進む一方で、このような
水辺の生き物の生活の場は犠牲になっています。

■ 7　大阪の林と昆虫■

大阪府に残るおもな林には、極
きょく

相
そう

林
りん

のシイ・カシ林とブナ林、二次林のクヌギ・コナラ林とアカ
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マツ林があり、ほかに植林のスギ林とヒノキ林がある。
林によってみられる虫は違う。極相林では個体数は安定しており、種類もおおい。いっぽう、人

手の加わった二次林では、年によって個体数の変化が大きく、不安定な特徴がある。植林にすむ虫
はとてもすくない。

これらの林の中で、虫たちはまわりの環境と深く結びついてくらしている。身近な順に林の中の
昆虫をみてみよう。
シイ・カシ林―かつては山地の多くをおおっていたが、いまは社寺林や渓

けい

谷
こく

林として細ぼそと残っ
ている。昆虫は南方系の古い起源のものがまじり、オオゴキブリ、クロコノマチョウなどがみられる。
クヌギ・コナラ林―里山に広がる雑木林である。ナラ類を食べる虫の種類が多いのと、林内が明る
く多様な環境があるので、昆虫の種類数・個体数とも最高である。オオクワガタ、オオムラサキな
どがいる。
アカマツ林―乾燥した丘をおおう。マツを食べる虫が多く、ハルゼミ、マツカレハなどがみられる。
ブナ林―かつては 700 ～ 800 メートル以上の山の上に広がっていたと思われるが、いまでは金剛山、
葛城山などの山頂にわずかに残っている。ブナやササを食べる虫など涼しい気候を好む虫が多い。
エゾゼミ、ヤマキマグラヒカゲなどがすむ。

大阪でみられなくなった昆虫
かつて大阪でよくみられた虫のなかには、最近は記録がなく、絶滅したと思われる種類がある。

川や池などの水系にめぐまれていた大阪では、ゲンゴロウモドキ、ヨドシロヘリハンミョウ、ベッコウ
トンボ、ヒヌマイトトンボ、ナゴヤサナエ、オオキトンボなど水生昆虫にその例がおおい。これは急速
な宅地造成のために、ため池などが埋め立てられたり、河川の改修や汚染が進んだことが原因である。

■ 8　先史大阪人の食べ物■

先
せん

土
ど

器
き

時
じ

代
だい

（旧石器時代）はもとより、縄文時代においても、私たちの祖先は田畑を耕したり家
か

畜
ちく

を飼うことを知らなかった。また、道具も石器や土器などを使っていた。原生林にわけ入ってけ
ものを狩り、草木の実を集め、海や川で魚や貝をとって食べていた。

私たちの祖先は衣・食・住のすべてを、森や海でとれる物にたより、自然の中で自然と共に生き
ていた。

大阪平野に住みついた縄文時代の人びとが食べた物や、当時の豊かな自然のようすは、森の宮遺
跡のような貝塚の遺物や、沖積平野の地下に埋もれた遺跡から出土する遺物から知ることができ
る。食べかすが遺物となって残らないような食べ物は、山奥の村などで伝えられてきた慣

かん

習
しゅう

などか
ら推定されている。

■ 8A　縄文時代の植物食■
狩
しゅ

猟
りょう

・採集生活をしていた縄文時代の人びとにとっては、身のまわりに生えている野生植物も、
重要な食料だった。草や木の芽・葉・根など、食べられるものはなんでも食べたにちがいない。ト
チノキの実やドングリのように渋み（あく）の強いものは、あく抜きをし、マムシグサのイモのよ
うに毒のあるものは、水にさらして毒抜きをして食べたであろう。

大阪市森の宮遺跡の貝塚からは、植物遺体はほとんど見つからなかったが、各地の遺跡から発見
されている植物は、森の宮に暮らしていた人びともやはり食べたであろう。

縄文時代の栽培植物
農耕が日本じゅうに広がったのは弥生時代のはじめ、約 2300 年前のことである。しかし狩猟・採
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集生活をしていた縄文時代にも、栽培植物は持ちこまれていたらしい。福井県鳥浜遺跡では、5000
年も前の縄文前期の地層から、ヒョウタンやリョクトウ（緑豆）、ゴボウなどが出土している。その
ほかアズキやエゴマなども、中部地方や関東地方の遺跡から発見されている。しかし、これらの栽
培植物が大阪付近に伝えられたかどうかはわかっていない。

貯蔵穴
獲物がとれなかったときのために、食料がたくさんとれたときには、いろいろな方法で保存した。
地面に穴を掘ってクリやドングリを埋めておくと、乾かさずに生のまま保存することができる。

土の湿りけが良いはたらきをする。秋にとれた実は春まで保存できるので、冬の間の食料とするこ
とができた。

■ 8B　森の宮貝塚■
大阪市中央区にある森の宮遺跡は、縄文時代中期から近世にいたる複合遺跡である。縄文時代後期

のマガキ貝塚層の上に、縄文時代晩期～弥生時代のセタシジミ
貝塚層が重なっており、たくさんの貝殻にまじって、けものや
鳥・魚などの骨が発掘されている（図 7）。

貝塚は、当時の人びとが、食べかすやこわれた道具などをす
てた、ごみすて場であり、ときにはお墓にもなった。森の宮貝
塚を残した人びとは、上町台地の北はずれに近く、河内潟に面
した東斜面に住んでいた。この貝塚を調べると、私たちの祖先
の食べ物や生活がわかる。また、河内潟の移り変りや大阪湾の
ようす、上町台地の原生林にすんでいた動物なども知ることが
できる。

■ 9　外来生物の影響■

意図的であるかどうかに関わらず、人間活動によって本来の
すみ場所から他の地域へ運ばれ、定着した生き物を、外来生物
といいます。外国から持ち込まれた生き物だけでなく、国内の
別の地域から持ち込まれた生き物も外来生物です。外来生物の
侵入は、次の３つのパターンに分けることができます。

１．人間が気が付かないうちに、物と一緒に運び込む場合：現
在、人間は、大量の物を遠くまで、日々運んでいます。その荷物
に紛

まぎ

れて、とても多くの生き物が運ばれています。
２．飼育・栽培用に人間が持ち込んだ生き物が、逃げ出した

り放されたりする場合：屋外で栽培していた植物が逸出した
り、ペットが逃げ出すことがあります。持て余されたペットが
野外に放されて定着することもあります。

３．目的があって持ち込まれて野外に放される場合：狩
しゅ

猟
りょう

や
ゲームフィッシングの対象として、あるいは害虫・害獣の天敵
として、外来の動物が野外に放されることがあります。

このようにして外来生物が侵入すると、在来の生態系が撹
かく

乱
らん

される危険があります。外来生物を持ち込むことは、個人で出
来てしまう身近な自然破壊です。決して行わないでください。

図 7：森の宮遺跡から産出した脊
せき

椎
つい

動物．
○：産出したもの．◎：多く産出したも
の．？：産出した層が不明のもの．
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外来生物の移入によって起きる問題
（１）在来の生態系が撹乱される

地域の生物多様性をおびやかすという点で、この問題は深刻です。外来生物によって在来の生態
系が撹乱される過程には次の３つがあります。

A: 在来生物を捕食する。
B: 在来生物が利用していた食べ物や生息場所が外来生物と取りあいになったり、外来生物によっ

て失われたりする。
C: 在来生物と交雑するなどして、それらが持っていた遺伝的独自性が失われる。

（２）経済的損失が起きる
例えば琵琶湖ではオオクチバスが在来魚を捕食し、減少させてしまうことで、漁業被害が起きて

います。ヌートリアやアライグマも野菜等の作物を食べ、大阪府で農業被害を生じさせています。
（３）人間への身体的被害が起きる

例えばカミツキガメは陸上では攻撃的で、あごの力も強いことから、かみつかれると大けがをす
る恐れがあります。他にもヒアリ類やゴケグモ類は強い毒を持つことから、かまれた場合の身体的
被害が懸念されています。

■ 10　大阪湾と生物■

■ 10A　フジツボからみた大阪湾■
大阪湾は、胃袋のような形をした波静かな内湾である。南部では、紀伊水道からの暖流の影響が

濃く、東北部では、淀川をはじめとする河川から、大量の汚
お

濁
だく

物質を含んだ淡水の流入を受けてい
て、水質環境の場所によるちがいが大きい。外海からの塩分の濃い海水は、おもに淡路島東岸にそっ
て北上し、一方、湾の奥からの水は、泉州ぞいに南下する傾向がある。

ここ数十年のあいだに、遠浅の海が埋立てによって次つぎと姿を消し、多くの生きものがすみ場
所を追われた。海岸は、果てしなくつづくコンクリートの壁となってしまった。このような中で、
人知れず分布をひろげた生物もいる。ムラサキイガイ、マガキ、フジツボ類などの人工護岸に付着
するのがとくいな生物たちだ。

中でも、フジツボ類は、大阪湾のどこにでも見られる重要な付着生物となっている。その種類は
多く、大阪湾では 14 種が知られている。しかも、水質や波あたりの条件がちがうと、生息する種類
も異なるので、沿岸の環境を知るめやすとしても利用できる。

フジツボの分布から、大阪湾沿岸の水質について考えてみよう。
オオアカフジツボ：波あたりのきわめて強い外海に面した海岸の、干

かん

潮
ちょう

線
せん

付近にかさなりあって付着す
る大型種。大阪湾には分布せず、紀淡海峡の加太や友ヶ島でまばらに生息しているのが見つかるていど。
クロフジツボ：波あたりの強い海岸の、潮

ちょう

間
かん

帯
たい

（満潮線と干潮線とのあいだ）の中位に密集する大
型種。大阪湾では、紀淡海峡に近い湾口部に多く、湾内に進むにつれて減少する。大阪側では、阪
南市付近で姿を消すが、淡路側では明石海峡をこえ、神戸市の舞子付近にまで分布がおよんでいる。
イワフジツボ：潮間帯の上位にびっしり付着する小型のフジツボ。湾の内外を問わず広く分布する
が、河口のような汽

き

水
すい

域
いき

（海水と淡水とがまじりあう、塩分濃度が低い所）にはいない。大阪湾でも、
淀川河口を中心とする湾の最奥部にはいない。
タテジマフジツボ：内湾の、有機物の多い環境に適応した中型種。水質の汚濁にも強い。潮間帯の中位
に付着するので、クロフジツボとは付着場所をめぐっての競争がおこる場合もある。大阪湾では、阪南
市と神戸市西部とを結ぶ線より内側にタテジマフジツボが分布し、外側にクロフジツボが分布している。
ドロフジツボ：塩分濃度が低くて不安定な環境に適応した汽水性のフジツボ。外観や付着場所はタ
テジマフジツボに似ているが、本種は河口のような汽水域にだけ出現する。大阪湾でも、淀川河口
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とそのまわりに分布することが知られている。

■ 10B　さかなが語る大阪湾■
現在の大阪湾は〝死の海″になっているといわれることがある。たしかに、湾の奥の水は汚れてい

るし、自然海岸もほとんどなくなってしまった。しかし、大阪湾は、もともと波静かで栄養の豊富
な内湾で、そこにはぐくまれている生物資源はいまも豊富で、漁業もさかんである。わたしたちの
食卓にのぼる魚や貝のうち、さまざまなものが大阪湾でとれている。

そこで、おなじみの魚たちに、大阪湾のすみごこちを語ってもらうことにしよう。

ブリ　　暖かくなったので、また大阪湾にやってきました。
マサバ・マアジ　　冬のあいだは、暖かい紀伊水道にいたのさ。
マイワシ・カタクチイワシ　　生まれは外海だけど、プランクトンがたくさんいる大阪湾で、早く
大きくなるんだ。
サワラ　　わたしたちも、暖かくなったので大阪湾にやってきました。そして初夏にはここで卵を
うむのです。大阪湾で生まれて大きくなるさかなは、ほかにもたくさんいます。
マアナゴ　　わたしは、沖縄の近くの海で生まれました。そしてはるばると旅をし、大阪湾にたど
りついたのです。ここで一人前になったら、また外海に出ていきます。
スズキ　　みなさん、ようこそ大阪湾へ。ぼくらは寒さに強いから、一年じゅう大阪湾にすめるの
です。
クロダイ（チヌ）　　ぼくらもそうです。むかしの大阪湾は芳

ち

渟
ぬ

の海と呼ばれていて、ぼくらのなか
まがもっとたくさん、元気いっぱい泳いでいたんだよ。
ウマヅラハギ　　そういえば、湾の奥の水は、このごろきたないなあ。
ヒラメ　　ゴミも多いよ。
ボラ　　少しくらい汚れていても、ぼくらは平気さ。
イカナゴ　　ぼくらは、きれいな砂の底にしかすめないんだ。なんとかしてよ。
メイタガレイ　　大阪湾の海底には、ゴカイやエビがとてもたくさんいて、ごちそうがいっぱいだ。
これで、もっときれいだったら、いうことないんだけどなあ。
マダイ　　友ヶ島のまわりには、大きな海藻がたくさんはえていて、まるで林のようだね。
メバル・カサゴ　　そんな所がぼくらのすみかさ。海藻のあいだはかくれ場所にもなるし、いろい
ろなえさがたくさんあるんだ。

■ 10C　大阪湾の干
ひ

潟
がた

■
流れのゆるやかな河口やその近くの海には、川が運んできた土砂がたまり、潮が引いたあとには

干あがる所ができる。これが干潟である。
干潟におりてみよう。見たところ、何もないようだが、やがて巣穴にかくれていたスナガニ類がゾ

ロゾロとはいだしてきて、餌
えさ

をつまんだり、求
きゅう

愛
あい

のダンスを演じてくれる。砂や泥を掘
ほ

ると、さまざ
まな二枚貝や多

た

毛
もう

類
るい

（ゴカイのなかま）が見つかるだろう。春や秋ならシギやチドリも集まってくる。
干潟には、川から流れこんだ有機物がたまり、それを利用するじつにさまざまな生物がすみつい

て、生物の宝庫となっている。そして、干潟につづく浅い海も、さまざまな動物が産卵し、育つ場
として大きな役割をもっている。

大阪湾には、干潟と呼べる場所はすでにほとんどなくなってしまった。現存するわずかな干潟は、
わたしたちの共有財産としてたいせつに残したいものである。

このジオラマは、泉南の男里川河口の干潟をモデルとし、さらに、むかしは大阪湾の干潟に生息
していた生物もつけ加えて、再構成したものである。
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第 2展示室　

地球と生命の歴史
地球が誕生してから約 46 億年。地球上に生命が現れてから約 38 億年。地球上では大陸移動や海

水準の変化など、いろいろなできごとがおこり、地球自身も変化し発展してきました。生物は地球
の歴史と深い関係をもちながら進化し、さまざまな生物が栄え滅びました。そして人類の時代をむ
かえたのです。大阪平野のおいたちから出発して、日本列島や地球と、そこに現れた生命の歴史を、
時代をさかのぼってたどってみましょう。

第 2展示室のたのしみ方
この展示室は、現在に近い時代から大昔へと、時代をさかのぼるように展示がつくられています。

そして、壁側の展示と、通路を挟んで反対側にある中央展示台の展示は、ほぼ同じ時代のものです。
壁側と中央展示台を往復しながら見学することをおすすめします。

図 8：第 2展示室配置図
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■ 11A　大阪平野のおいたち■
私たちが住む大阪平野は、どのようにしてできたのでしょうか。そのあとをたどってみましょう（図 9）。
１．古大阪平野の時代

２万年前は寒冷な氷期で、現在よりも平均気温が７℃くらい低く、海面が約 120 ｍも低下してい
ました。当時の海岸線は紀伊水道付近にあり、現在の大阪湾や瀬戸内海に相当する地域は陸地にな
りました。古大阪平野では、当時の淀川や大和川が深い谷を刻みました。ナウマンゾウやオオツノ
ジカは、この時代まで生息していました。まわりの山々には、落葉広葉樹林にまじって、ヒメマツ
ハダ、五

ご

葉
よう

松
まつ

類
るい

など、寒い地方に生える針葉樹も見られました（口絵Ⅱ− 1 左）。
２．古河

かわち

内平野の時代
気候が暖かくなるにつれて、しだいに海面が上昇し、上町台地より西は海におおわれ、大阪湾が

できました。しかし東の古河内平野はまだ陸地でした。
３．河内湾の時代

現在よりも暖かく、まわりの山々は照
しょう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

におおわれました。海面は現在より少し高く、古河
内平野にも海が侵入し、河内湾となりました。上町台地は、海につき出した半島でした。
４．河内潟の時代

上町台地の先端から北へ砂州がのび、河内湾の入り口がせまくなりました。入り口のあたりでは
海水が出入りしましたが、湾の奥は淡水化して潟になりました。淀川と大和川が運んだ土砂がた
まってできた低地では、稲作がおこなわれました。
５．河内湖の時代

砂州はさらに北へのびたため、河内には海水が入らなくなり、河内湖となりました（口絵Ⅱ− 1
右）。その後５世紀に洪水対策として難

な に わ

波の堀
ほり

江
え

が掘られたので、一部には再び海水が入るようにな
りました。河内湖のなごりは江戸時代まで、深

ふこ

野
の

池
いけ

、新
しん

開
かい

池
いけ

として残っていました。

ミツガシワの沼
寒冷な氷期には、北のほうや高山に分布していた植物が、南や低地に分布を広げました。ミツガ

シワもそのような植物の一つです。古大阪平野でもあちこちでミツガシワの茂る沼が見られたこと
でしょう。

図 9：大阪平野における 15万年前以降のできごと．
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■ 11B　ビルの下に眠るクジラ■
大阪では、ビルや地下鉄などの工事現場で、地下

深くからたくさんの貝、カニ、ウニなどの化石がみ
つかります。これらは、今から数千年前、海が生駒
山のふもとまで広がっていたころ、すんでいた動物
の化石です。なかには、いまでは大阪湾にいない種
類や、すでに絶滅した種類も見られます。ときには、
巨大なクジラの骨がみつかって、工事現場の人たち
を、おどろかすことがあります（図 10）。

いまでは、大阪湾をはじめ瀬戸内海で、大型の
クジラを見ることはほとんどありません。岸近くま
でやってきて、しおを吹きあげる巨大なクジラを見
て、私たちの祖先はどう思ったでしょう。

初めてみつかった 太古のカツオクジラ
産地：大阪市東成区今里駅
時代：完新世（難波累層）
1966 年、地下鉄今里駅の工事中に地下 14 メート

ルからクジラの骨が出てきました。このクジラは、
もともとミンククジラであると報告されていまし
た。2017 年に当館の学芸員らによって再研究が行
われ、カツオクジラであることが明らかになりました。

カツオクジラは暖かい海にすむ大型のクジラで珍しい種類です。国内で骨格標本を所蔵している
のは、当館のほか６施設のみです。太古のカツオクジラは、ここで展示されている標本が世界で初
めての記録です。地道に太古の記録を蓄積していくことで、クジラや他の生き物がどのように分布
を変えてきたのか、明らかになってくるでしょう。

ナガスクジラ類の下
か

顎
がく

骨
こつ

（下あごの骨）
産地：大阪市鶴見区諸口 6 丁目城東配水場
時代：完新世（難波累層）
この標本は、大阪の地下でみつかったクジラの化石の中では最大のものです。生きていた時の体

長は、20m くらいと推定されます。ナガスクジラ類はヒゲクジラのなかまなので、この骨には、歯
がはえていません。

■ 12　大氷河時代■

地球上に大きな氷河がある時代を氷河時代といいます。約 260 万年前にはじまる新生代第四紀
は、南極大陸などを氷河が広くおおう氷河時代です。氷河時代はずっと寒いわけではなく、とても
寒い氷

ひょう

期
き

と、暖かい間
かん

氷
ぴょう

期
き

が数万～ 10 万年周期で繰り返してきました（図 11）。特に最近の 80 万年
間は、氷期と間氷期の周期が約 10 万年で、寒暖の差が激しい特徴があります。

氷期・間氷期の気候変動は、地形や生き物に大きな影響を与えます。氷期に氷河の量が増えると
海水が減るため、海面がさがって陸地が増え、島と島が陸続きになるところができます。間氷期に
氷河が解けると海水が増えるため、海面が上がって陸地がせまくなります。生き物も気候や地形の
影響を受けて分布を変えます。

図 10：大阪平野地下から見つかったクジラ化石の分布．
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大氷河時代の気候変動
新第三紀鮮

せん

新
しん

世
せい

以前は温暖で安定した気候でしたが、第四紀に入ると数万年周期で寒暖の変化を
繰り返すようになりました。そして徐々に寒冷化が進み、特に 80 万年前以降は寒冷な氷期と温暖な
間氷期の差が大きくなり、その周期はおよそ 10 万年になりました（図 11）。

過去 15 万年間の気候変動曲線を見ると、間氷期の最初がとても暖かく、その後は細かい寒暖の変
動を繰り返しながら寒くなって氷期に入ったこと、そして氷期の最後に最も寒い時期があった後、
急激に温暖化して間氷期に入ったことがわかります（図 11）。

これらの気候変動曲線は、海洋底の地層に含まれる微生物の化石の酸素同位体の変化から求めら
れました。

■ 13　人類の時代■

■ 13A　人類の時代■
大氷河時代でもある第四紀は、人類がこの地球上に出現して発展した時代であり「人類紀」とも

呼ばれます。46 億年という地球の歴史から見ればまさに一瞬の時代ですが、現在の自然を理解し、
今後の人類の暮らし方を考えるには重要な時代です。

■ 13B　氷期■
くりかえし訪れた氷期のうち、およそ 7 万年前から 1 万年前の氷期は、地質時代では最後の氷期

なので「最終氷期」と呼ばれています。北半球の大陸には大きな氷床ができ、最も寒かった 2 ～ 3
万年前には現在より海水面が約 120m も下がりました。朝鮮海峡や津軽海峡は陸続きにならなかっ
たものの、狭く浅くなりました。大阪湾や瀬戸内海は陸地になりました。北海道の日高山脈や本州
の日本アルプスにも山岳氷河ができ、現在もその地形の名残りがあります。

ナウマンゾウとケナガマンモス
ナウマンゾウの化石は、日本列島からたくさん見つかっています。ナウマンゾウは 43 万年前の氷

期に中国大陸から日本列島にやってきて、最終氷期の２万年前に滅びました。日本の氷河時代を代
表するゾウは、ナウマンゾウといえるでしょう。

ケナガマンモスは、ナウマンゾウとは別の種類のゾウです。最終氷期にシベリアからサハリンを
通って北海道にまで分布を広げましたが、本州にはやって来ませんでした。ヘラジカは、ケナガマ
ンモスと一緒に北海道にやって来ましたが、本州からも化石が見つかっています。氷期に狭くなっ
ていた津軽海峡が一時的に凍ってできた「氷

ひょう

橋
きょう

」をわたったのではないか、と考えられています。

図 11：酸素同位体の変化から求められた 350 万年前以降の
気候変動曲線．
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消えていった動物たち
最終氷期の終わりには、絶滅したり現在の日

本列島では見られなくなった種類の動物が生息
していました。ナウマンゾウ、ヤベオオツノジ
カ、ヘラジカ、オオヤマネコ、トラなどです。
それらは、岐阜県の熊

くま

石
いし

洞
どう

などから化石で見つ
かっています。熊石洞からは、小さな動物の化
石や、現在の本州にはいないヒグマの化石も見
つかっています。

間氷期と上町海
くりかえし訪れた氷期と氷期の間には、温暖

な間氷期がありました。12 万 5000 年前から７万
年前の間は、地質時代では最後の間氷期なので、
最終間氷期とよばれています。最も暖かかった
12 万 5000 年前には海水面が現在より 5 ～ 7m 高
くなり、枚方や生駒山地のふもとまで海が広が
りました（図 12）。上町台地でこの時代の海にた
まった地層が観察されるので、この時代を「上
町海の時代」と呼ぶこともあります。

上町台地
平らな大阪平野に南北にのびる高まりの地形が、上町台地です。大阪平野の東西地質断面図を作

ると、上町台地の西側には上町断層が南北にのびています。12 万 5000 年前の間氷期には上町台地は
海の底で、海成粘土層が堆積しました（上町海の時代）。その後に上町断層の活動により東側の地域
が高くなりました。河内湾の時代（6000 ～ 5500 年前）になると海面が高くなり、大阪平野は上町台
地を半島状に残して海になりました。この時に海の波で半島の西側が削られて、崖

がけ

になりました。
現在の天王寺周辺に見られる上町台地西側の崖は、断層によってできた崖ではなく海

かい

食
しょく

崖
がい

です。

地下の地層の調べ方
地層が見える崖が少ない平野では、ボーリング調査によって地下の地層を調べます。ボーリング

調査とは、機械を使って地面に金属製の筒
つつ

を押し込み、その中に取り込まれた地層を調べる方法の
ことです。得られたボーリングコアやデータをもとに、地層の厚さや広がりを調べます。大阪平野
は新しい時代の地層が厚く分布する地域で、軟

なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

でもあるので、建物を作る前にボーリング調
査が数多く行われてきました。

■ 14　大阪層群■

大阪平野周辺に、大氷河時代が始まる前の約 350 万～ 30 万年前の間にたまった地層です。平野の
地下とそのまわりの丘陵地に分布し、厚い所では 3000m 以上の地層が積み重なっています。数十層
の火山灰層に加え、120 万年前よりも後には温暖な間氷期に海でたまった粘土層（海成粘土層）が挟
まれます。地層の重なり方や年代、化石や古地磁気が詳しく研究され、世界的な気候変動曲線と対
比されています（口絵Ⅲ− 1）。大阪層群は、日本で最も詳しく研究された第四紀層のひとつです。

図 12：12万年前の大阪周辺の古地理図．

− 21-



▶中央展示台の新第三紀〜第四紀脊
せき

椎
つい

動物化石◀

●マンモスの全身骨格
ロシア連邦シベリア・後期更

こう

新
しん

世
せい

後期更新世に、ユーラシア大陸北部から北アメリカにかけて分布していた。これらの地域では、
赤ちゃんマンモスから成

せい

獣
じゅう

まで、大量の化石が発見されている。日本でも、北海道で 2 カ所から臼
きゅう

歯
し

の化石が見つかった。シベリアでは冷凍されて、肉や毛や胃の中の食べ物まで残っている化石が
発見されることがある。そのため、マンモスほどいろいろなことが正確にわかっている古生物はい
ないだろう。頭骨の形の特徴は、頭頂部が非常に高くなることである。

〈原標本：ロシア連邦科学アカデミー古生物研究所〉

●ナウマンゾウの全身骨格
北海道十勝支庁広尾郡忠類村（現：幕別町）・ホロカヤントウ層（後期更新世）
1969 年 7 月 26 日、道路工事中の人々によって象の臼歯 2 個が発見された。それをきっかけに、

1969 年と 1970 に 3 回の発掘が行われ、これまで知られているなかでは最もよくそろった、1 頭分の
ナウマンゾウの骨格が掘り出された。

この標本をもとに、発見できなかった頭骨は千葉県で発見された標本を参考にするなどして、復
元組立が行われた。臼歯のすりへり方や骨・牙

きば

の形から、この象は 25 才くらいの雄象と推定されて
いる。花粉分析の資料によると、当時の気候は現在よりやや暖かだった。

〈原標本：北海道博物館〉

●ナウマンゾウの頭骨
千葉県香取郡下総町（現：成田市）・中期更新世
日本で初めて発見されたナウマンゾウの頭骨。ゾウの頭骨は、鼻

び

孔
こう

より上の部分の骨が薄くこわ
れやすいので、このように形がよく残されている化石は、たいへんめずらしい。ナウマンゾウの頭
骨の特徴は、ひたいの部分が前方にはり出していることと、そのために頭頂部がやや平らなことで

図 13：第 2展示室、中央展示台の脊椎動物化石の骨格標本．
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ある。この標本は、牙の入る穴が太いので、おそらく雄だったと考えられている。
〈原標本：下総町教育委員会〉

●マチカネワニの全身骨格
豊中市待

まち

兼
かね

山
やま

町大阪大学理学部構内・大阪層群上部（中期更新世）
1964 年に日本で初めてみつかったワニの化石（図 14）。およそ 50 万年前の地層からみつかった。

頭骨は細長い。流れのある川にすみ、おもに魚を食べていた。1994 年には、同じ種類のワニの化石
が、岸和田市でもみつかっている。中国南部では 15 世紀まで同じ種類のワニが生き残っていたとい
う説もある。

マチカネワニという名前のもとになった待兼山は、「枕
まくらのそうし

草子」にもその名が出てくる。
〈原標本：大阪大学〉

●オオナマケモノの全身骨格
アメリカ合衆国ワシントン州シアトル・更新世後期
ナマケモノというかわった名前の動物は、今では南アメリカに 2 種類が生き残っているだけであ

る。樹上生活をしている。
その祖先は、およそ 6000 万年前に地球上にあらわれ、第三紀と、第四紀更新世には多くの種類に

分かれ、南北アメリカに広く分布していた。
化石で知られているナマケモノのなかまは、現在のものとちがい、地上を歩く種類で、中には全

長 6 m にもなる巨大なものがいた。このような大きな種類は、オオナマケモノとよばれる。
この標本は、1973 年シアトル郊外で、氷河が運んだ土砂（モレーン）の中から発掘された。

〈原標本 : ワシントン州立博物館〉

●アメリカンマストドンの全身骨格
アメリカ合衆国ミズーリ州ボニィスプリング・第四紀更新世末期
ミズーリ川にそそぐ支流のはんらん原にできた湿地で、他の多くの動植物化石とともに発掘され

た。これらの動植物は、1 万数千年前に、その付近で生活していたものである。マストドンの先祖
は、多くの仲間とともに、第三紀にはユーラシア大陸でさかえていた。

この復元模型は、アリゾナ大学に依頼し送られてきたものを、当館で修正したものである。
〈原標本 : アリゾナ大学〉

図 14：マチカネワニ．
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●コウガゾウ（黄河象）
コウガゾウは、ほぼ全身の骨化石が発見されて組み立てられており、肩の高さは 3.81m に達する。

この頭骨は、その全身骨格の一部分の模型。牙
きば

の色がうすい部分は、発掘前になくなっていたので、
地層に残っていた牙の型から復元された。

この模型では、2 本の牙がくっついているが、頭骨も牙も地層中で斜めに押しつぶされているの
で、実際には、牙はもっと左右に広がって伸びていただろう。

同時代の日本にすんでいたアケボノゾウは、コウガゾウの半分の大きさしかないが、祖先は同じ
だと考えられている。

●アケボノゾウの全身骨格
兵庫県明石市大久保中八木海岸・大阪層群屏風が浦粘土層（前期更新世）
この復元組立模型の元になったのは、紀川晴彦氏が 1960 ～ 1966 年の 6 年間（当時中学生～高校

生）、海岸の崖で一人で発掘し、当館へ寄
き

贈
ぞう

された標本である。同一個体と思われる、かなりそろっ
た骨格だった。発見されなかった頭骨や四肢骨は、倉橋一三氏が収集された瀬戸内海海底産の標本
や、三重県でみつかった標本を参考にして、復元された。体は小さいが、臼歯のようすから、かな
り年をとった雌の象と思われる。

■ 15　哺乳類の時代■

■ 15A　第三紀の植物■
第三紀は被

ひ

子
し

植物が発展した時代であるが、メタセコイアやスイショウなどのような、スギ科の
裸
ら

子
し

植物も栄えた。
古第三紀始

し

新
しん

世
せい

には、暖かな気候のもとで亜熱帯や暖温帯の植物が北海道にまで分布した。当時
の森をつくっていた木は、日本列島各地に石炭となって残っている。

新第三紀中新世の初めには、冷涼な気候がふたたび訪れ、冷温帯の落葉広葉樹がふえた。大海進
のあった中新世のなかごろには、西南日本の海岸にも亜熱帯のマングローブ林ができたと考えられ
るが、山地の植生としては冷温帯植物が優勢だった。おそらく、夏はあまり暑くなく冬が暖かな気
候だったためであろう。

鮮新世になって気候がしだいに寒くなっていくにつれて、第三紀に栄えた植物は次つぎと絶滅し
ていった。

瀬戸陶
とう

土
ど

層の植物化石（中
ちゅう

新
しん

世
せい

）
名古屋の北方にある瀬戸市や多治見市では、せとものの原料になる木

き

節
ぶし

粘土を採掘している。こ
の粘土にはたくさんの化石が含まれているが、オオミツバマツ、ヌマセコイア、アスナロビシなど
の絶滅種が非常に多い。

辰巳峠の植物化石
岡山県と鳥取県の県境に近い辰巳峠から産出する、中新世の終りころの植物化石。ブナのなかま

やナラ類、ケヤキ、シナノキなど、温帯の種類が多い。植物化石といっしょに、昆虫の化石がたく
さんみつかる。

前期中新世の植物化石
温帯の落葉広葉樹が分布を広げた時代で、気候は冷涼だったと推定される。長崎県佐世保炭田の

佐世保層群相ノ浦層から産出する相ノ浦植物化石群と、秋田県阿
あ

仁
に

合
あい

炭田の夾
きょう

炭
たん

層
そう

から産出する阿
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仁合植物化石群によって代表される。いずれも冷温帯植物を主に含み、とくに後者には暖温帯要素
は含まれない。

白川峠の植物化石
神戸市の北部、白川峠付近には漸

ぜん

新
しん

世
せい

の神戸層群が分布しており、凝
ぎょう

灰
かい

質
しつ

の地層からは、たくさ
んの植物化石が産出する。ときにはシュロが立ったままの状態で発見されることもある。メタセコ
イアやフウなど日本から消滅した種類と共に、ブナ科やカエデ科など、温帯の植物が多い。

古第三紀の植物化石
始
し

新
しん

世
せい

の後半は、第三紀のうちで最も温暖な気候に恵まれて、北海道でもヤシ類やバショウ類が
生育していた。本州の西部や九州では、これらのほかにミミモチシダの仲間やアデク、クスドイゲ
などが生育し、亜熱帯のような気候だった。

温暖で雨の多い気候のもとで繁茂した植物は、夕張、美唄、久慈、宇部、北九州などの炭田に石
炭となって残っている。

■ 15B　ビカリアの海■
中新世のはじめごろ、西日本では、今の東海地方に浅い海が入りこんできた。さらに、中国地方

の中央部には、ところどころに湖ができはじめた。そして、中新世の中ごろ（約 1500 万年前）には、
山陰地方から東海地方にかけて、瀬戸内海のような浅い内海が、東西からひろがった。この海は、
第一瀬戸内海とよばれ、現在よりもかなり暖かい海だったと考えられている。

第一瀬戸内海には、ミオジプシナのような大型の有
ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

や、ビカリアなどの大型のウミニナのな
かまをはじめ、ヒルギシジミ、イモガイ、モクレンタマガイのなかまなど熱帯性の貝もすんでいた。
海岸ぞいには、熱帯や亜熱帯に特有のマングローブ林がおいしげっていたと推定されている。

マングローブ沼の貝
山形以南の日本海側と西日本の各地で、中新世中ごろの地層から、ヒルギシジミ類やセンニンガ

イ類などの貝化石がみつかる。これらに近縁な現生種は、いずれもマングローブ沼にすんでいる。
マングローブ林は、熱帯や亜熱帯の河口にできる。ここは、潮がみちてくると木の根元まで海水

につかるので、オヒルギやマヤプシキなど、限られた植物だけが生育している。これらの植物のい
りくんだ根元には、泥や有機物がたまり、林内はまっ黒な泥でおおわれた沼地になることが多い。

ヒルギシジミ類化石は、まっ黒な泥岩からみつかることが多く、同じ地層からオヒルギなどの花
粉化石もみつかっている。中新世中ごろには、各地にマングローブ沼があったと考えられている。

第一瀬戸内海の貝
第一瀬戸内海にたまった地層からは、たくさんの貝化石がみつかる。これらの貝はほとんどが絶

滅した種類だが、化石が入っていた地層をくわしく調べると貝のすんでいたところが推定できる。
砂岩からみつかるノムラカガミガイやミヤムラアサリなどは、浅い砂地の海底に、泥岩からみつ

かるイズラシラトリやツキガイモドキのなかまなどは、やや深い泥地の海底にすんでいたようだ。
これらの貝のすみ場所は、現在の海にいるカガミガイやアサリ、そしてゴイサギガイやツキガイ

モドキなど、近縁な種類のすみ場所と、それぞれたいへんよく似ている。

■ 15C　二上山■
二上山は、“ サヌカイト ” をはじめとする安山岩などの溶岩や凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

、湖に堆積した地層などから
できている。二上山の火山岩類は、千数百万年前、第一瀬戸内海の時代に、激しい火山活動の結果、
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できたものである。この頃、愛知県設
し た ら

楽地方や瀬戸内海沿岸の各地でも一連の火山活動があった。
活動のおわった二上山は、長い地質時代のあいだ浸

しん

食
しょく

され、火山としての姿を失った。現在の二
上山は、その後の地殻変動や浸食作用によって作りかえられてきた山の姿を示している。

■ 15D　哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

の時代■
哺乳類は三畳紀（約 2 億年前）にあらわれたが、中生代の間は恐竜のかげにかくれて、めだたな

い動物であった。
中生代の終わりから新生代になると、発達した胎

たい

盤
ばん

をもつ真の哺乳類といえる真
しん

獣
じゅう

類
るい

があらわれ
た。かれらは絶滅した恐竜にかわって、地球上のさまざまな環境に適

てき

応
おう

放
ほう

散
さん

した。新生代第三紀
は、哺乳類の時代といえる。

哺乳類の特徴は、親が子を保護し、乳をあたえて育てることである。そして体温をほぼ一定に保
つことができる。体のつくりも、爬

は

虫類よりずっと敏
びん

しょうな動きを可能にしている。

エオステゴドン（長
ちょう

鼻
び

目
もく

）
中新世の前期から中期に、日本列島にいた象である。頭骨はゴンフォテリウムにくらべると短く、

下
か

顎
がく

の牙は小さい。ゴンフォテリウムとステゴドンの中間型の臼歯をもっていて、ステゴドンの祖先
と考えられる。ステゴドンは鮮新世から更新世に、主としてアジア大陸東南部で栄えた長鼻類である。

ゴンフォテリウム（長鼻目）
中新世から鮮新世に、ユーラシア、アフリカ、北アメリカに分布していた象である。頭骨は低く

長い。下顎の先にも牙がはえており、上
じょう

顎
がく

の牙とあわせて 4 本ある。臼歯は、こぶを並べたような
形で、高さが低く、現在の象と大きくちがっている。臼歯のはえかわり方は、現在の象の水平交換
とちがい、ふつうの哺乳類と同じ垂直交換であった。〈第 3 展示室のアジアゾウ（51 ページ）を見て
ください。〉

デスモスチルス（束
そく

柱
ちゅう

目
もく

）
絶滅した哺乳類で、中新世に日本をふくむ北太平洋沿岸地域に分布していた。海成層から化石が

見つかるので、海岸地域にすみ、泳ぎがうまく、よく海に入ったと考えられる。なかば水中で生活
するカバのようなくらしをしていたのかもしれない。のりまきをたばねたような変った形の臼歯を
もっている。この歯で何を食べたのだろう。

サイのなかま（奇
き

蹄
てい

目
もく

）
サイのなかまは、いまではアフリカと東南アジアの熱帯・亜熱帯地域に、4 種類しか生き残ってい

ない。しかし、始
し

新
しん

世
せい

と漸
ぜん

新
しん

世
せい

には、さまざまな姿や大きさのサイが、広く分布していた。これま
で陸上にあらわれた最大級の哺乳類のひとつであるバルキテリウムも、サイのなかまである。中新
世以降には、サイをはじめウマやバクなど奇蹄類はしだいにおとろえ、かわって偶

ぐう

蹄
てい

類
るい

（ウシ、シ
カなど）がさかえるようになった。

馬の進化
始新世にあらわれたヒラコテリウムは、ウマの一番古い祖先で、前足に 4 本、後足に 3 本の指を

もっていて、体はイヌくらいの大きさであった。ウマのなかまは、体が大きくなるとともに、速く
走ることに適応して、指の数がへるように進化した。漸新世のメソヒップスでは、前足の指も 3 本
にへり、現在のウマは、1 本指で走っている。
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●中央展示台のデスモスチルス
ロシア連邦サハリン　ポロナイスク・本斗層（中期中新世）
デスモスチルスは、よく「なぞの哺乳類」と呼ばれることがある。臼歯や骨の形がとても変わっ

ており、海岸から海で生活していたと考えられるからである。そのため世界中のおおぜいの研究者
が、様々なスタイルの復元画をえがいている。

展示している 2 体の骨格復元は、旧日本領のサハリンから 1933 年に世界ではじめて発見された、
全身骨格にもとづいて組み立てられている。長尾 巧 氏による復元骨格は、発見直後に考えられたも
ので、現在のカバに似た形で復元されている。いっぽう犬塚則久氏による復元骨格は、解剖学的な
知識をとりいれて、復元しなおされたものである。上

じょう

腕
わん

骨
こつ

や大
だい

腿
たい

骨
こつ

が下向きではなく、横にでてい
るスタイルは、ほかの哺乳類では見られず、爬虫類に似ている。

〈現標本：北海道大学〉

■ 15E　日本列島の形成と日本海の拡大■
日本列島は、始

し

新
しん

世
せい

まではユーラシア大陸の東部の一部でした。しかし、4000 万年前ごろから、地
下深い場所から高温の物質が大量に供給されはじめたことで、日本海の形成と拡大がはじまりました。
そして大陸の一部が分離して、日本列島の基礎となりました。日本海の拡大は、約 1500 万年前まで続き
ました。日本海の拡大終了直後の日本列島は、多数の島からなっており、その周辺の海にたまった砂や
泥などの堆積物は、化石を含む地層となりました。その後は、海洋プレートの沈み込みや伊豆-小

おがさわら

笠原弧
こ

の衝
しょう

突
とつ

によって、土地が隆起し、次第に現在の日本列島が形づくられていきました。その過程で、日本
列島には多くの火山や海底火山ができ、その噴

ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

も日本列島の形成に大きくかかわりました。

グリーンタフ変動と地下資源
日本海の拡大期間中に、日本海や日本列島において、火山活動が活発化し、大量の火山噴出物か

らなる厚い地層が形成されました。この地層が変質した岩石は緑
りょく

色
しょく

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

（グリーンタフ）とよば
れているため、それを形成した一連の地殻変動は、グリーンタフ変動と名付けられました。この変
動では、海底火山の活動とそれにともなう熱水の噴出などにより、東北地方などで金属を多量に含
む海底熱水鉱

こう

床
しょう

が形成されました。また、秋田県や新潟県では、この時に堆積した有機物が石油や
天然ガスになりました。これらの地下資源の中には、現在も採掘されているものがあります。また、
鉱物の見事な結晶が採集され、博物館や研究機関の標本になりました。

■ 15F　貨
か

へい石と石炭■
新生代の暁

ぎょう

新
しん

世
せい

～始新世にかけて、現在よりも地球の平均気温が 10 度以上高かった時期がありま
した。貨へい石は、このころに温暖な浅瀬に生息していた大型底生有

ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

で、日本からも化石が見
つかっています。この時代の地層からは、ほかにも温暖な気候を示す化石が見つかっています。

ユーラシア大陸の一部だったころの日本列島には、広大な湿地帯が広がっていたと考えられていま
す。また、温暖な気候を好むヒッコリー、ケヤキ、カツラ、プラタナス、ヤマモモ、アコウ、カンラ
ン、フトモモなどの広葉樹や、湿潤な環境を好むメタセコイアやスイショウなどの針葉樹などが森林を
形成していました。それらが堆積してできた石炭は、主に現在の北海道や九州で見ることができます。

石炭
石炭は、砂岩や泥岩などの堆積岩の中に層状に入っている、炭素を多くふくんだもえやすい岩石

である。大むかしに生えていた植物が淡水中に堆積し、長いあいだに変質して石炭になった。
石炭は日本では比較的豊富な地下資源のひとつである。かつては「黒ダイヤ」とよばれ、燃料と

してだけではなく、化学工業の原料としてもさかんに使われたが、今日ではなんでも石油にたよる
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ようになったため、ほとんどの炭鉱で石炭の採
さい

掘
くつ

をやめてしまった。
展示している石炭の大きな塊は、九州の三池炭鉱で掘

ほ

られた。

■ 16　和泉山脈―大阪の白亜紀■

大阪府と和歌山県との境に東西につらなる和泉山脈は、礫
れき

岩
がん

・砂岩・泥岩がくりかえし重なりあっ
た厚い地層からつくられている。和泉層群とよばれるこの地層からは、中生代白亜紀末期（約 7000
万年前）のアンモナイトや貝、コダイアマモなどの化石が見つかっている。

和泉層群は和泉山脈だけでなく、淡路島南部をとおり四国の松山に至るまで、中央構造線の北側
にそって細長く分布している。白亜紀末の中央構造線の動きにともなって形成された、海底の細長
い盆地を埋めたてるように堆積したものらしい。

和泉層群が堆積した海の南側には太平洋がひろがり、北側の陸上では火山活動がさかんだった。

■ 17　恐竜とアンモナイトの時代■

■ 17A　アンモナイトの海■
ペルム紀末に絶滅したり衰

すい

退
たい

した古生代の海の生物にかわって、中生代になると、多くの新しい
生物の発展がおこった。なかでもアンモナイト類の発展はいちじるしく、古生代のゴニアタイト目
にかわって、セラタイト目とアンモナイト目のアンモナイトが栄えた。そのほか、二枚貝や巻貝な
どの軟

なん

体
たい

動物、六
ろく

放
ほう

サンゴやウニ、有
ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

などの原生動物、石灰質ナンノプランクトンなどにも栄
えたものがある。また、ニシン目やスズキ目をはじめ、現在もっとも繁

はん

栄
えい

している硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

である真
しん

骨
こつ

類
るい

が、出現し発展したのもこの時代である。
しかしながら、中生代末にも、アンモナイト類や、イノセラムスなどの二枚貝類をはじめ、多く

の中生代型の生物の絶滅がおこった。陸上での恐竜類の絶滅とほぼ同時におこったこれらの絶滅の
原因については、まだ確かなことはわかっていない。ただ、白亜紀末におこった大

だい

海
かい

退
たい

が、浅い海
底で栄えていた生物に大きな影響をあたえたことはまちがいない。

アンモナイトのなかま
アンモナイト類は、古生代デボン紀から中生代末にかけて栄えた、軟体動物頭

とう

足
そく

類
るい

である。
頭足類は、オウムガイのように体を包む殻がよく発達した外

がく

殻
かく

性
せい

頭足類から、イカのように殻が
退化して外

がい

套
とう

膜
まく

の中にかくれたり（内
ない

殻
かく

性
せい

頭足類）、あるいはタコのように殻がなくなったもの（無
む

殻
かく

性
せい

頭足類）へと進化してきた。そして、殻の退化にともなって筋肉が発達し、より活発な遊泳が
できるようになった。

アンモナイト類は、オウムガイによく似た殻をもつ外殻性頭足類であるが、系統的にはむしろイ
カやタコに近いと考えられている。

アンモナイトのからだ
アンモナイトはふつう、うず巻き状に巻いた殻をもっている。殻は軟体部を保護するだけでなく、

浮力を調節したり、体のバランスを保ったりする重要な役割をしている。
殻の断面をみると、内部は隔

かく

壁
へき

によって仕切られた多くの部屋に分かれているのがわかる。いち
ばんさいごの大きな部屋は、軟体部が入っていた体

たい

房
ぼう

で、そのほかの部屋（気室）にはガスがつまっ
ていた。体房と気室は、隔壁をつらぬく細長い有機質の管（連

れん

室
しつ

細
さい

管
かん

）で結ばれていた。
また、化石では螺

ら

環
かん

の殻がはがれた部分に、菊の葉のふちに似た複雑な曲線がみえることがある。
これは隔壁と外殻が交わる線で、縫

ほう

合
ごう

線
せん

とよばれる。隔壁は平らではなく、外殻ちかくでは複雑に
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褶
しゅう

曲
きょく

している。

アンモナイトのくらし
アンモナイト化石の産状や、殻の形態・構造・機能などを調べ、現在すんでいる頭足類の生態と

くらべることにより、アンモナイトがどんな生活をしていたか類推することができる。
アンモナイトは、おそらく 600m より浅い海底をおもな生活の場にしていた。殻が厚く、強い肋

ろく

やイボなどをもつなかま（装
そう

飾
しょく

型
がた

）は、岸よりの浅海底に、殻がうすく装飾の弱い平
へい

滑
かつ

型
がた

はやや深
い海に、そして、異常巻きのなかまは両者の中間の深さの海底にすんでいたと考えられている。

アンモナイトもほかの頭足類と同じように、ロートから水をはき出すことにより、ジェット推進
式に移動することができた。しかし、平滑型以外はあまり活発な遊泳はむりだったようだ。死んだ
魚や弱って動きのにぶいエビなどを、おもに好んで食べていたらしい。

白亜紀アンモナイト
ジュラ紀にひきつづき、アンモナイト目のアンモナイトが繁栄した。大型の殻をもつもの、縫合

線が単純化したもの、変わった巻き方のものが多くふくまれる。
白亜紀後期には、海域ごとに種構成がかなり異なり、共通種がほとんどみられなくなる。大陸移

動の進行や深海のたん生にともない、生物地理区の分化がさらに進んだためと考えられる。

異常巻きアンモナイト
アンモナイトはふつう、うず巻き状（平面螺

ら

旋
せん

）に巻いた殻をもっているが、なかには巻きがほ
どけたり、あるいは塔

とう

状
じょう

、J 字状、棒状を示すものなど、変わった巻き方のものもある。しかし、こ
れらは「異常巻き」とよばれるものの、奇形ではなく、それぞれの種ごとに一定の規則正しい巻き
方をしている。それぞれの生活に適応した形なのだろう。

異常巻きアンモナイトは、アンキロセラス亜目に属するものがほとんどである。

白亜紀の二枚貝
白亜紀の二枚貝には、ジュラ紀からひきつづき栄えたグループが多い。なかでも、イノセラムス

類や三角貝類、厚
あつ

歯
ば

二枚貝類の発展がいちじるしい。
またジュラ紀にくらべて、砂泥にもぐって生活し、水管をとおしてえさをとったり呼吸する、よ

り進化した型の二枚貝の割合がふえた。

ジュラ紀の海の生物
三畳紀のセラタイト類にかわって、アンモナイト目のアンモナイトが現れた。三畳紀からジュラ

紀前～中期にかけて、汎
はん

世界的分布をしていた海の生物では、ジュラ紀後期になると、北極海区と
テーチス太平洋区のふたつの生物地理区が認められるようになった。

二枚貝も三畳紀とはかなり異なる。三角貝類とカキ類が大発展したほか、フネガイ科やウミギク
科をはじめ、現在栄えているいくつかの科が現れた。

真
しん

骨
こつ

類
るい

の魚では、リコプテラなどニシン目が現れた。真骨類はつぎの白亜紀に、急速な発展をす
ることになる。

三畳紀の海の生物
アンモナイトではセラタイト類が現れ繁栄した。二枚貝でも多くの新しいグループが現れた。と

くに、モノチスやダオネラ、ハロビアなどの翼
よく

形
けい

類
るい

の発展がめざましい。古生代に栄えた腕
わん

足
そく

類
るい

は、翼形二枚貝類に生活の場をうばわれて衰退した。
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また、六放サンゴやウニの発展がおこり、魚では、硬骨魚類に属する条
じょう

鰭
き

類
るい

の真の代表といえる
真骨類が現れた。そのほか、淡水にすむ二枚貝が現れた。

●大陸の分裂・移動とプレートテクトニクス説
20 世紀初めにウェゲナーによって提唱された大陸移動（漂

ひょう

移
い

）説は、発表された当初はヨーロッ
パを中心に支持を受けたが、大陸移動をひきおこすメカニズムを説明できず、多くの支持を得るこ
となく学界から忘れられていた。しかし、1960 年代以後、岩石に残された古地磁気の測定や海洋底
の調査が進むにつれて、大陸ごとの磁極の移動経路が異なることや海洋の地殻が海

かい

嶺
れい

で次々と生れ
ては水平方向に移動している（海洋底拡大説）ことがわかるなど、大陸の移動を支持する多くの証
拠が得られるようになり、さらに発展してプレートテクトニクス説として体系化された。パンゲア
と呼ばれる超大陸（ペルム紀末）の分裂や移動に見られるように、大陸の分裂と移動は、生物地理
区の分化や新たな気候帯の形成をうながし、生物界にも大きな影響をおよばしたと考えられている。

■ 17B　中生代の陸上植物
中生代の白亜紀前期までは「裸

ら

子
し

植物の時代」、白亜紀後期以降は「被
ひ

子
し

植物の時代」ということ
ができる。

現在の裸子植物は、マツボックリをつくる球
きゅう

果
か

類
るい

が大部分をしめているが、中生代には現在のソ
テツやソテツに似たキカイオイデア、イチョウが栄えていた。

白亜紀の初めに出現した被子植物は、白亜紀後期に特に大繁栄し、この時代に、現在の被子植物
へとつながる多くの種類が出現した。動物界では新生代を「哺乳類の時代」と呼ぶことができるが、
植物界ではひとあし早く、白亜紀後期から「被子植物の時代」へと移り変わったといえるだろう。

■ 17C　中生代の爬
は

虫類
中生代は「恐竜の時代」ともよばれ、恐竜類が陸上の至るところで繁栄した。三畳紀にあらわれ

た恐竜類は、全長数メートルほどの小型のものが多かったが、ジュラ紀から白亜紀にかけて大型化
が進み、30m をこえる巨大なものまで出現した。また、獣

じゅう

脚
きゃく

類
るい

恐竜の中から鳥類が出現し、現在も
生き残っている。

いっぽう、恐竜類以外の爬虫類では、翼
よく

竜
りゅう

類
るい

のように空中に進出するものや、首
くび

長
なが

竜
りゅう

類
るい

や魚
ぎょ

竜
りゅう

類
るい

のように海に進出するグループが現れた。
しかし、鳥類以外の恐竜類をはじめ、翼竜類、首長竜類、魚竜類など、中生代に栄えた大型爬虫

類の多くは、白亜紀末に絶滅してしまった。

●ウタツギョリュウ
宮城県本吉郡歌津町館崎、稲井層群大沢層、三畳紀前期
1970 年 9 月に発見され、その後の発掘と研究によって世界最古の魚竜の化石であることがわか

り、ウタツギョリュウと命名された。魚竜としては小型の方で、体長は 2m たらず。頭骨は小さい。
尺
しゃっ

骨
こつ

・撓
とう

骨
こつ

・掌
しょう

骨
こつ

が細長いなど、前
ぜん

肢
し

の骨の形にこの種の原始的な特徴があらわれている。

●始
し

祖
そ

鳥
ちょう

（アーケオプテリクス）
原始的な鳥類で、これまでに 11 個体の標本がドイツ南部の町、ゾルンホーヘン近くのジュラ紀後

期（約 1 億 5000 万年前）の石灰岩から発見されている。
羽毛の存在や手足の骨の形態などが鳥類的な特徴を示す一方、円

えん

錐
すい

形
けい

の歯や長い尾などは、爬虫
類的な特徴をもつ。そのため、ダーウィンの「種の起源」の改訂版では、「爬虫類から鳥類への進化
の途中段階の証拠」として紹介された。
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●翼
よく

竜
りゅう

翼竜は、恐竜に近
きん

縁
えん

な爬虫類である。ジュラ紀にヨーロッパおよびアフリカに現れ、白亜紀にアメ
リカで栄えた。前あしの薬指が長くのび、体とのあいだに膜ができて、翼の役目をするようになった。

しかし、鳥のように翼をはばたかせることはほとんどできず、木によじ登ってグライダーのよう
に滑空しながら、小さな動物を口でつかまえていたらしい。

●オルニソレステス
アメリカ合衆国ワイオミング州・ジュラ紀後期
ジュラ紀後期から白亜紀前期に北アメリカにすんでいた体長 2m ほどの小型肉食恐竜（竜

りゅう

盤
ばん

類
るい

）。
ほっそりとした体に長い尾をもち、動きは敏しょうで、するどい爪のある 3 本指の前

ぜん

肢
し

で小さな動
物を捕えて食べていたらしい。

〈原標本：アメリカ自然史博物館〉

●シーロフィシス
アメリカ合衆国ニューメキシコ州・三畳紀後期
三畳紀後期に北アメリカにすんでいた小型で 2 足歩行の恐竜。体長は約 2.5 m、骨は鳥のように中

空で、軽快な構造になっている。首と尾が長く、口にはするどい歯がならび、小型の爬虫類を捕え
て食べていたらしい。

〈原標本：ニューヨーク自然史博物館〉

●ステノプテリギウス
ドイツ連邦共和国・ジュラ紀
魚竜は中生代三畳紀の中ころに出現した海生爬虫類のなかまである。爬虫類の中では最も水中生

活に適応し、イルカによく似た体型になっている。ジュラ紀に最も栄えた。
この標本はドイツのホルツマーデンのジュラ紀の地層から発見された、有名な胎

たい

児
じ

を抱えた魚竜
の化石である。肋

ろっ

骨
こつ

のかげなどの腹部に 7 匹の胎児の頭骨が見られ、このステノプテリギウスが胎
たい

生
せい

であったことがわかる。
〈原標本：アメリカ自然史博物館〉

▶中央展示台の恐竜の化石◀

●トリケラトプス（頭骨）
アメリカ合衆国モンタナ州・白亜紀後期
白亜紀の終わりころ（約 7000 万年前）に、北アメリカにすんでいたツノ竜のなかま。体長は 6 ～

9m。頭骨の後の部分が肩をおおうように広がり、目の上に 2 本、鼻の上に 1 本、計 3 本の角をもっ
ていた。この角はティラノサウルスなどの肉食恐竜から身をまもるのに役立っただろう。植物を食
べる恐竜で、口の先はオウムのくちばしのようになり、奥には植物をすりつぶすための歯がある。

●ティラノサウルス（頭骨）
アメリカ合衆国モンタナ州・白亜紀後期
白亜紀の終わりころ（約 7000 万年前）に、北アメリカ西部と東アジアにすんでいた獣

じゅう

脚
きゃく

類
るい

のなか
ま。これまで陸上に現れた最大の肉食動物のひとつ。全長 12m、体重 6.4t。太く長い尾でバランス
をとりながら、丈夫な 2 本の足で歩いていたと思われる。いっぽう前足は 2 本指でたいへん小さい。
頭とあごはとても大きく、歯も一番長いものは 20 センチくらいある。
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●ディプロドクス（頭骨）
アメリカ合衆国・ジュラ紀後期
ジュラ紀後期（約 1 億 4000 万年前）に北アメリカにすんでいた竜

りゅう

脚
きゃく

類
るい

のなかま。体長 27m、体高
4m。アパトサウルスに比べると体全体が細長く、とくに首と尾が長い。歯はカマラサウルスとちがっ
て細く鉛筆のような形で、あごの先だけにはえている。この歯で、木の葉をちぎってたべていた。

●アパトサウルス（ブロントサウルス）の足跡
アメリカ合衆国テキサス州・白亜紀前期
恐竜が岸辺のすこしぬかるんだ泥の上を歩き、足あとをつける。足あとがはっきり残っているう

ちに、その上を砂がおおう。こうして長い年月がたって、砂や泥がかたい岩石になった時、恐竜の
足あとは地層の境目の凹

おう

凸
とつ

となって残るのである。
アパトサウルス（ブロントサウルス）は、ジュラ紀後期から白亜紀前期（約 1 億 5000 万年前から

1 億 2000 万年前）に、北アメリカにすんでいた竜脚類のなかま。体長 20m あまり、体重は 30t をこ
す。長い首をのばして、高い木の葉をたべていた。後足で立ち上がり、さらに高い枝の葉をたべる
ことができたともいわれている。アパトサウルスの足あとといっしょに、アロサウルスの足跡が時々
みつかっている。アロサウルスのえじきになったのかもしれない。

●オルニトミムス類
カナダ　アルバータ州・白亜紀後期
後足と首そして尾が長いダチョウのような体型の恐竜。前足は細いが 3 本指で、物をつかむこと

ができた。脳は恐竜の中では比較的大きく、足が速くて賢い捕食者だったと考えられている。しか
し、顎

あご

には歯はなく、丈夫なくちばしをもっていたので、主に小動物や卵を食べていたのだろう。
〈原標本：ロイヤル・ティレル古生物博物館〉

●カマラサウルス（頭骨）
アメリカ合衆国・ジュラ紀後期
ジュラ紀後期（約 1 億 5000 万年前）に、北アメリカにすんでいた竜脚類のなかま。体長は約

16m、体重 20t。竜脚類の中では首が短い。
4 本足で歩き植物をたべる恐竜だが、アパトサウルスやディプロドクスとちがって、歯は大きくと

がっており、あごの先だけでなく横にも並んではえている。

●プテラノドン
アメリカ合衆国カンザス州・白亜紀後期
翼を広げると最大 7m に達する大型の翼

よく

竜
りゅう

。頭のうしろに大きな「とさか」のような骨の突起が
ある。プテラノドンの化石は、海にたまった地層から発見されることが多く、アホウドリのように
海上を滑空して、歯のない大きなくちばしで、魚を捕らえていたと考えられている。

●ステゴザウルス（全身骨格）
アメリカ合衆国ワイオミング州・ジュラ紀後期
ジュラ紀後期（約 1 億 5000 万～ 1 億 4000 万年前）に北アメリカにすんでいた剣

けん

竜
りゅう

のなかま。体
長は 4 ～ 9m。植物を食べる中型の恐竜。体の大きさに対して、頭とその中の脳はたいへん小さい。

せなかの骨板と尾のとげが、どう並んでいたかについては、確かな証拠はなく、いろいろな考え方
がある。またその働きについても、体温調節のため、または肉食恐竜から身をまもるため、などの説
がある。
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●アロサウルス（全身骨格）
アメリカ合衆国ユタ州・ジュラ紀後期
ジュラ紀後期（約 1 億 5000 万～ 1 億 4000 万年前）に

北アメリカ・アフリカ・オーストラリアにすんでいた獣
脚類のなかま。体長 10m、体高 4.5m もあり、肉食性で
口には鋭い歯がならんでいる。前

ぜん

肢
し

は短く指は 3 本。後
こう

肢
し

の指は 4 本で、どれも鋭い爪をもっている。アロサウ
ルスはこの鋭い歯と爪でほかの恐竜をおそったのだろ
う。

恐竜の復元スタイル
生きている恐竜を見ることはできません。そのため恐

竜の化石の骨を組み立てるには、現在生きている動物の
骨と比べて、組み立て方を考えます。そのため研究が進
むにつれ、恐竜の復元スタイルも変わってきました。

展示しているアロサウルスは 1973 年に組み立てられ
たもので、胴体を立て尾を引きずった「ゴジラ」のよう
な姿です（図 15）。これでは、ゆっくりと歩くことしかできなかったでしょう。

1960 年代以降、恐竜についての研究は大きく進歩し、恐竜は活発に動き回る動物だったと、考え
られるようになりました。そして、胴体は水平で、首を S 字型に曲げて頭を高く保ち、尾も水平に
持ち上げた、「ニワトリ」のような復元図が描かれるようになったのです。「新型」のアロサウルス
が組み立てられたのは、1979 年が最初でした。

■ 18　古生代の海と森■

■ 18A　花のさかない森■
植物の上陸は、地球の歴史の上で、生命のたん生につづく大きなドラマであった。維

い

管
かん

束
そく

をもっ
た化石はオルドビス紀の地層から知られている。植物が上陸すると、海に育まれてきた生物は、植
物を追って、つぎつぎに上陸した。

海中の植物は、生活に必要なものは、すべて体の表面から吸収することができた。しかし、陸上
生活をするには、体のしくみを大きく変えなければならなかった。維管束が通ったしっかりした茎

くき

と根が分かれた。水分の蒸
じょう

散
さん

を防ぐために、表面はクチクラでおおわれた。同時に、外界とのガス
交換のための気

き

孔
こう

も必要になった。光合成を行う葉も必要になった。休
きゅう

眠
みん

できる種子もできた。こ
うした体制がデボン紀にととのい、石炭紀に大森林ができた。

石炭紀に湿地性の大森林をつくった植物は、シダ植物（リンボク、フウインボク、カラミテス
など）とシダ種子植物であった。最大のものは、高さ 30m、幹の直径 2m にもなった。古生代の
石炭は、おもにこれらの植物からできている。

●シダ種子類
シダに似た歯をもつが、胞

ほう

子
し

ではなく、種子を付ける。シダ植物に似た種子植物という意味で、
「シダ種子類」と呼ばれている。

●グロッソプテリス
裸子植物（シダ種子類）。縁にぎざぎざのない舌のような形の葉に、密に平行に側

そく

脈
みゃく

が走っている。

図 15：「ゴジラ」型の復元スタイルのアロサウルス．
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古生代後期から中生代のはじめ、現在のインド・南アフリカ・オーストラリア・南アメリカ・南
極大陸でひとつづきの大きな陸地（ゴンドワナ大陸）をつくっており、共通の植物群が分布していた。
グロッソプテリスはその代表的植物である。

●リンボク（レピドデンドロン）
シダ植物（ヒカゲノカズラ類）。古生代後期の代表的植物で、大きいものは幹の直径 2 m、高さ

30 m もあった。幹にはらせん状にならんだ葉の落ちたあとが、きれいなうろこ模様をつくっている。

●フウインボク（シギラリア）
シダ植物（ヒカゲノカズラ類）。石炭紀～ペルム紀に栄え、巨大な高木になった。リンボクに似て

いるが、幹に葉の落ちたあとが縦にならんでいる。

●ロボク（カラミテス）
シダ植物（トクサ類）。石炭紀後期に栄え、大きなものは高さ 10m もあった。節から枝を輪

りん

生
せい

し、
巨大なスギナのような姿をしていた。

●エリオプス
アメリカ合衆国テキサス州・ペルム紀前期
ペルム紀のはじめ北アメリカにすんでいた両生類（迷

めい

歯
し

類
るい

）。がんじょうな背骨と手足の骨をも
ち、陸上で体をささえることができた。しかし、能率よく動くことはむりで、水辺にすみ、現在の
ワニのように水に入ったり出たりしながら生活し、おもに魚を食べていたらしい。

〈原標本 : アメリカ自然史博物館〉

●シームリア
アメリカ合衆国テキサス州・ペルム紀前期
ペルム紀前期にすんでいた両生類と爬

は

虫類の中間的動物。頭の骨は迷歯類とよばれる両生類と共
通する特ちょうをもっているが、背骨や手足の骨は爬虫類的。肉食で、水辺にすんでいたらしい。

〈原標本 : アメリカ国立博物館〉

■ 18B　単
たん

弓
きゅう

類
るい

■
およそ 3 億年前、単弓類とよばれるグループが現れました。恐竜のような見た目ですが、実はわ

たしたち哺乳類と近いグループです。
上陸した両生類の中から「爬虫類」と「単弓類」に分かれ、「単弓類」のなかから「哺乳類」が現

れました。古生代ペルム紀はまだ恐竜はおらず、大小さまざまな単弓類がいました。
単弓類は頭骨の構造や、歯の形など、哺乳類と似た特徴を持っています。例えば、単弓類は目の

後ろ、頭の両側面に、大きな穴が一つ空いています。これは下
か

側
そく

頭
とう

窓
そう

といい、咬
か

む筋肉の付着面積
を広げる役割があります。私たち哺乳類も同じように側

そく

頭
とう

窓
そう

を一つもっています（こめかみ、と呼
ばれるところです）。

古生代ペルム紀の終わり、およそ 2 億 5200 万年前には大量絶滅がありました。単弓類は生き残
り、続く中生代三畳紀に哺乳類が現れました。また同じ時期に、恐竜類も現れました。

●リアエノプス
南アフリカ共和国・ペルム紀後期
体つきは哺乳類のようで、四

し

肢
し

は体を高く持ち上げ、すばやく動ける構造をしています。また、
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歯も分化しはじめており、犬歯が発達しています。一方で、哺乳類とことなり、頭と首の関節であ
る後

こう

頭
とう

顆
か

は一つで、二
に

次
じ

口
こう

蓋
がい

はありませんでした。二次口蓋は口蓋の上面を作る骨で、鼻と口を分
ける働きをしています。私たちは普段、二次口蓋を持っていることを意識しないで生活していると
思います。二次口蓋があるおかげで、鼻と口が分けられ、呼吸しながら食べることができるのです。

〈原標本　アメリカ自然史博物館〉

●イノストランケヴィア（頭
ず

蓋
がい

骨
こつ

）
ロシア連邦・ペルム紀
三畳紀のキノグナサスと同じグループに属する獣

じゅう

窩
か

目
もく

のなかま。分化した歯、とくに大きな犬歯
を持つのが特徴。後頭顆は 2 個。

●ディメトロドン
アメリカ合衆国テキサス州・ペルム紀後期
単弓類の一種ディメトロドンは、全長 3m あり、大きな頭、大きな顎

あご

、肉食でとがった歯と、巨
大な帆

ほ

を背中にもっています。恐竜のような見た目ですが違います。恐竜は中生代の三畳紀中期か
ら後期（およそ 2 億 4000 〜 3000 万年前）ですが、ディメトロドンはそれより古く、古生代のペル
ム紀前期（およそ 3 億〜 2 億 7000 万年前）に生息していました。また、恐竜は四

し

肢
し

が下に伸びてい
ますが、ディメトロドンはワニのように横に伸びています。

背骨の棘
きょく

突
とっ

起
き

という部分が極端に伸びて帆を作っています。背骨の棘突起には溝がある種もおり、
そこには血管が通っていたと考えられています。初期の単弓類は、私たち哺乳類と違って、体温を
自分で作り出すシステムがなく、寒い日は太陽が昇り、体が温まるまで活発には動けなかったでしょ
う。背骨の棘突起を使って、体温調整を行っていた種もいたと考えられています。

〈原標本：アメリカ自然史博物館〉

■ 18C　三葉虫の海■
古生代のはじめに、海にすむ生物は種類 ･ 数ともに増え、ほとんどの無

む

脊
せき

椎
つい

動物のグループが現
れました｡ そして、先カンブリア時代の生物とちがい、かたい殻をもつものが現れました。この生
命史の大事件は「カンブリア大爆発」と呼ばれています。

古生代前期（カンブリア紀〜オルドビス紀）には、三
さん

葉
よう

虫
ちゅう

、筆
ふで

石
いし

、中期（シルル紀〜デボン紀）
には腕

わん

足
そく

類
るい

、床
しょう

板
ばん

サンゴ、オウムガイ（直
ちょっ

角
かく

石
せき

類
るい

）などが栄えました｡ 古生代後期（石炭紀〜ペル
ム紀）になるとこれらのグループは衰退し、かわって四

し

放
ほう

サンゴ、紡
ぼう

錘
すい

虫
ちゅう

、アンモナイト（ゴニア
タイト類）、貝類などが栄えました｡

ペルム紀末には地球史上最大の大量絶滅事件が起こり、古生代を特徴づけた多くの動物群は絶滅
してしまいました。

いっぽう、最初の脊椎動物である魚類は
カンブリア紀末に出現し、デボン紀に全盛
をきわめました｡ そしてデボン紀後期には、
魚類の中から両生類へと進化し、上陸する
ものが現れました。

ペルム紀後期の古地理図
古生代のおわりごろ、地球上の陸地はパ

ンゲアとよばれるひとかたまりの大きな超
大陸でした（図 16）。そのまわりをパンサラッ

図 16：ペルム紀後期（約 2億 5500 万年前）の古地理図．
Irving,1983 にもとづく．
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サ（古太平洋）とよばれる大きな海がとりまいていました。
大陸の移動により、赤道付近にはゴンドワナ大陸とローランシア大陸に囲まれたテーチス海とよ

ばれる広い内海がありました。
中生代になって東アジア大陸、そして日本列島の原型を形づくることになる「北中国―朝鮮」や「南

中国」などの地塊群は、ばらばらの小陸塊に分かれていました。

古生代の魚
最初に現れた魚は、無

む

顎
がく

類
るい

とよばれる、顎
あご

のない開いたままの口をもった魚でした。かたいうろ
こや骨板で体を包んでいたので甲

こう

皮
ひ

類
るい

ともよばれます。
シルル紀後期になると、板

ばん

皮
ぴ

類
るい

という顎をもつ魚が現れます。背びれや胸びれももった “ 魚らし
い魚 ” の登場です。多くの板皮類もかたい骨板で体をおおっていました。無顎類や板皮類はデボン
紀に栄えましたが、デボン紀末には衰退し、かわって軟骨魚類と硬骨魚類が栄えるようになります。

硬骨魚類のなかでも、肉
にく

鰭
き

類
るい

に属するユーステノプテロンなどは、がっしりとした背骨とひれを
もっていました。ひれの付け根には後に四肢となる骨格の一部も備わっていたため、川や沼の水が
ひいた時でも、はいまわることができたと考えられています｡ この肉鰭類の中から両生類が生まれ、
脊椎動物が上陸をはたしました。 

フズリナ（紡
ぼう

錘
すい

虫
ちゅう

）
有
ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

類
るい

に属する石灰質の殼をもった原生動物。石炭紀前期に小型有孔虫から進化し、石炭紀後
期からペルム紀にかけて栄えましたが、ペルム紀末に絶滅しました｡ 100 属以上、約 5000 種が知ら
れています。

フズリナはテーチス海地域を中心に世界各地で見つかっていて、後期古生代の重要な示準化石で
す。日本各地でも、石灰岩からサンゴや石灰藻とともに見つかっています。

三
さん

葉
よう

虫
ちゅう

古生代に生きていた石灰質の外骨格をもつ節
せっ

足
そく

動物。ダーウィンの時代から、三葉虫は古生代の
始まりを示す化石として知られていました。古生代を代表する節足動物であり、約 1500 属、10000
種以上が知られています。

三葉虫は、古生代前半のカンブリア紀からオルドビス紀にかけて大繁栄しましたが、シルル紀、
デボン紀と衰退していき、古生代の終わりであるペルム紀末には絶滅します。

主に海底をはい回る生活をしていたと
考えられています。体を丸めた状態の化
石が見つかることがあり、これはダンゴ
ムシのように敵から身を守る防御姿勢だ
と考えられます。

生物の大量絶滅
古い種が絶滅して新しい種が取って代

わることはいつの時代にも起こっていま
すが、地質時代の境界で、絶滅が一斉に
起こることがあり、大量絶滅とよばれて
います。多くの生物種が同時に絶滅する
「大量絶滅」事件は、過去に 5 回起こり
ました（図 17）。それはオルドビス紀／シ

図 17：顕
けんせいるいだい

生累代における生物の消長と、おもな大量絶滅事変．
Raup and Sepkoshi, 1984 を基に作成．
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ルル紀境界、デボン紀の後期、ペルム紀／三畳紀境界、三畳紀／ジュラ紀境界、白亜紀／古第三紀
境界です。

とくにペルム紀／三畳紀境界は地球史上最大の大量絶滅事件で、海にすむ無脊椎動物は科のレベ
ルで 57％が、種の数では 97％が消滅するなど、古生代を特徴づけた多くの動物群は絶滅してしまい
ました。

カンブリア大爆発
先カンブリア時代の終わりまで、10 数種のエディアカラ動物群以外には、微生物よりも大きな動

物化石は見つかっていません。それに対して、カンブリア紀のはじめの 1000 万年の間に、動物の多
様性が急速に増加し、現在見られるほぼすべての動物の門の化石が出現しました。この多様性の急
激な増加をカンブリア大爆発と呼んでいます。

カナダのバージェス動物群や中国雲
うん

南
なん

省の澄江（チェンジャン）動物群などの化石の研究によっ
て、脊椎動物の祖先まで現れていたこともわかりました。しかし実際の多様化はもっと以前から起
こっていて、カンブリア紀は生物がキチン質や石灰質の硬い殻を持ったことにより、「化石の記録」
が爆発的に増加しただけだという考えもあります。

バージェス動物群の化石
カナダ西部のロッキー山脈から見つかるバージェス動物群の化石は、カンブリア大爆発を理解す

る上で重要な役割を果たしました。その特徴は、多種多様な化石が大量に見つかって多様性の急激
な増加を示すこと、ふつうは化石として残らない内臓や筋肉など柔らかい組織までよく保存されて
いることです。

その後も中国雲南省など世界各地で類似の化石群が見つかりました。澄江動物群の化石からは、
脊椎動物の祖先と考えられる化石も見つかっています。

先カンブリア時代の生物
地球の誕生から数億年たって、海で生命が誕生しました。南アフリカやオーストラリアの 30 数億

年前のチャート層から見つかるラン藻の化石が、最古の記録と考えられます。しかし、このような古
い年代を示す化石はみな原

げん

核
かく

生物の化石で、真
しん

核
かく

生物が出現するのは 20 数億年前、さらに多細胞生
物の化石が見つかるのは 10 億年前からです。初期の生命の進化は、とてもゆっくりと進んだのです。

先カンブリア時代の終わり（6 〜 7 億年前）になると、大型の多細胞生物が出現して、エディアカ
ラ生物群とよばれる化石が世界各地で見つかっています。

エディアカラ生物群は現在の生物にはつながらず、多くは先カンブリア時代末には絶滅したと考
えられています。

エディアカラの化石
1947 年、オーストラリア南部のアデレード北方にあるエディアカラ丘陵から、先カンブリア時

代の保存のよい化石が見つかりました。今から約 6 億年前のウミエラ類や多毛類のような生物、ク
ラゲのような生物などで、しかも体そのものではなく形が堆積物に押しつけられて残った印象化石
で、エディアカラ動物群とよばれています。

今では世界の 10 数か所の 6 〜７億年前の地層から、エディアカラ動物群の化石が見つかってい
ます。
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第 3展示室

生命の進化
現在の地球上の生物に見られる多様性は、38 億年という長い時間にわたる生物の進化によって、

できあがったものです。さまざまな生物の体の形や生態、行動などが、進化の産物であることを忘
れてはなりません。進化の謎を解くカギは多様性にあります。生物の多様性をみつめてみましょう。

図 18：第 3展示室配置図．
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■ 19　種のたん生■

地球上には、実に多くの種が生息している。種とは一般に、自然条件下で交配して子孫を残すこ
とができる集団のことであり、生物を分類する上での基本単位である。それぞれの種は、それぞれ
の方法で発生し、成育し、子孫を残す。種を構成する各個体の命には限りがあるが、個体の形態や
行動などの設計図である遺

い

伝
でん

子
し

が子孫に引き継がれていく。長い時間の中で、より適
てき

応
おう

的
てき

な遺伝子
や偶然の遺伝的変異を蓄積することで、その集団を構成する個体の形態や行動などが変化してゆ
き、新しい種が生まれる。

地球上の全ての生物は、ただ１つの共通祖先にさかのぼることができるといわれている。私たち
をとりまく多種多様な生物は、長い時間をかけて、共通祖先からの種分化を繰り返し、各地域の環
境に適応進化してきた。

そして、新しい種は今も生まれつつある。琵
び

琶
わ

湖
こ

の生物を題材に、適応進化と種分化の実例をみ
てみよう。

琵琶湖で進化した魚たち
琵琶湖は日本で最も広い湖であり、沖合や岩場など多様で独特な環境が存在している。また、日

本の湖の中で最も古い歴史をもち、その誕生は約 400 万年前にさかのぼる。その後、位置や形を変
えながら、約 40 万年前に現在の姿になった。ここにすむ水生生物は、日本の湖の中で最も種類が多
い。魚や貝や水草だけでなく、プランクトンや藻

そう

類
るい

まで数えると 1700 種以上になる。この中には、
琵琶湖にしかいない固

こ

有
ゆう

種
しゅ

・固有亜種が 60 種以上知られている。
琵琶湖やその周辺には、60 種以上の在来魚が生息している。日本全体では、一生の多くを淡水域

で過ごす在来魚が 150 種ほど知られているが、琵琶湖周辺だけで、その三分の一を超える種数が生
息していることになる。琵琶湖にすむ魚には、日本に広く分布する種のほかに、西日本を中心に分
布する種、琵琶湖・淀川水系に固有の種などがいる。琵琶湖に多様な魚がくらす背景には、琵琶湖
の環境の多様性が関係している。特に琵琶湖大橋より北の北湖には、深くて広大な沖合環境や、急
斜面の礫

れき

底
てい

や岩場などの独特な環境がある。これらの環境には、それぞれの環境に適した固有種・
固有亜種がくらしている。

かつては、琵琶湖固有の魚の多くが、約 40 万年前以降の環境変化に伴い近
きん

縁
えん

種
しゅ

から分かれて誕生
したと考えられていた。しかし、DNA を用いた研究により、多くの固有種は 40 万年前よりはるか昔
の様々な時期に近縁種から分かれたことが明らかになった。たとえば、ビワヨシノボリは約 90 万年
前、ホンモロコは約 240 万年前、ビワコオオナマズは約 1300 万年前に近縁種から分かれたと推定さ
れている。一方、多くの魚種では、約 40 万年前以降に個体群を急拡大させたことがわかっており、
ヒガイ類などの一部の固有種は、この時期に種分化したと推定されている。より古い時代に近縁種か
ら分かれた固有種についても、この時期に新しい環境への適応進化が生じたと考えられている。

3 種のナマズ
琵琶湖にはナマズの仲間が 3 種、生息している。ビワコオオナマズは、琵琶湖・淀川水系の固有

種で、体長 l メートルをこえる大型種である。夜に沖合の中層に泳ぎ出て、小魚を捕らえて食べる。
イワトコナマズは、琵琶湖と余

よ

呉
ご

湖
こ

のみに生息する。岩場を泳ぎ回りながら、岩のすき間のエビや
小魚を食べる。ナマズは、西日本に在来分布し、琵琶湖では浅い岸辺や内湖に生息する。これら 3
種は体形や目の位置などの形態や体色、生活様式に違いがあり、各種の特徴はそれぞれの生息環境
に適応していると考えられている。

ただし、ビワコオオナマズが近縁種から分岐した年代は約 1300 万年前と推定されており、これは
現在の琵琶湖が誕生した約 40 万年前や古琵琶湖が誕生した約 400 万年前よりもずっと古い。現在、
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本種は琵琶湖・淀川水系の固有種であるが、ビワコオオナマズの化石は淡路島沖の海底からも見つ
かっている。したがって、本種はかつて、現在よりも広い範囲に分布していたが、琵琶湖・淀川水
系以外の場所では絶滅し、現在は琵琶湖・淀川水系にだけ遺

い

存
ぞん

していると考えられる。つまり、現
在のビワコオオナマズの形態が獲得されたのは、現在の琵琶湖の環境が形成されるより前だった可
能性がある。

3 種のフナ
琵琶湖には 3 種のフナ類がすみ、それぞれ生活場所や餌

えさ

を違えている。ギンブナは日本に広く分
布しており、琵琶湖では浅い岸辺にすむ。水底の藻類を主にした雑食性である。ゲンゴロウブナは
琵琶湖・淀川水系の固有種で、琵琶湖では広々とした沖合の表層で群れをつくり、主に植物プラン
クトンを食べている。植物食のため腸が長く、プランクトンをこしとるための鰓

さい

耙
は

（えらの一部で
櫛
くし

のような構造をしている）がよく発達する。養殖されているカワチブナ・ヘラブナは、ゲンゴロ
ウブナを改良した品種である。ニゴロブナは琵琶湖固有亜種で、沖合の湖底にすみ、雑食性で腸も
太くて短い。

タモロコとホンモロコ
ホンモロコは琵琶湖固有種で、沖合の中層を泳ぎながら、動物性プランクトンを食べている。春

から夏に湖岸や流入河川にやってきて、水際のヤナギの根などに産卵する。タモロコとくらべると
口が尖

とが

り、細長い体形をしている。これは、沖合での生活に適応進化したものであると考えられる。
タモロコは本州・四国に自然分布している。地域によって体形が異なっており、生息環境の違い

を反映していると考えられている。琵琶湖のタモロコは、浅い沿岸部にすんでおり、ずんぐりとし
た体形をしている。一方、三方湖など、ホンモロコがいない湖にすむタモロコの体形は、ホンモロ
コのように細長い傾向がある。琵琶湖のタモロコがずんぐりしているのは、ホンモロコと生息環境
をすみわけることで、沿岸環境により適した形に進化した結果であると考えられている。

ビワヒガイとアブラヒガイ
琵琶湖には、固有のヒガイ類が 2 種すんでいる。これら 2 種は、ごく新しい時代（数万年前）に

誕生したと推定されている。
ビワヒガイは、各地に生息するカワヒガイと亜種の関係にある。頭長の変異が大きく、長頭型・

短頭型・中間型などが知られる。この変異は連続的で、遺伝的な差異も検出されていないが、食性
や生息環境との関連が示唆されている。集団内のこのような多様性が原動力となって、今後、さら
なる分化が起こるのかもしれない。

アブラヒガイは、ビワヒガイの長頭型から進化した独立種である。琵琶湖北部の岩場にすんでお
り、頭が長く、体色は黄褐色をしている。このような頭の形や体色は岩場環境に適応して進化した
ものであると考えられる。

ウキゴリとイサザ
ウキゴリは日本全国に分布するハゼの仲間で、琵琶湖では、岸辺の浅いところにすむ。
イサザは、ウキゴリと同じウキゴリ属の魚で、琵琶湖固有種である。日中は沖合の冷たい湖底に

群れており、夜になると表層近くまで浮き上がり、動物プランクトンなどを食べる。春に、北湖の
湖岸近くの礫

れき

底
てい

で産卵し、孵
ふ

化
か

した仔魚は岸近くで浮遊生活をする。本種が近縁種との共通祖先か
ら分かれたのは、琵琶湖が現在の姿になった 40 万年前よりはるかで前であると推定されているが、
本種は現在の琵琶湖の沖合環境や湖底の冷温環境に適応して形態や生活様式を進化させてきたと考
えられる。
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アユとコアユ
多くの地域では、アユは秋に川で生まれて海へ下り、仔魚は動物プランクトンを食べて育つ。春

になると川をさかのぼり、付着藻類を食べて大きく成長し、秋に川で産卵し、一生をおえる。
一方、琵琶湖にすむアユには、大きく 2 つの生活様式が知られ、琵琶湖流入河川に早期に遡

そ

上
じょう

し
て大きく成長するオオアユ型と、湖内に長くとどまりあまり大きくならないコアユ型がある。コア
ユ型は、ある程度成長しても川をさかのぼらず、琵琶湖の沖合で動物プランクトンを食べて生活す
る。コアユ型の生活様式は、琵琶湖の沖合環境に適応して進化してきたものだろう。

■ 20　すみ場所をひろげる■

■ 20A　旅をする蝶■
生物はある広さの生息地をもつ。日常はその中で生活し、子孫を増やしているが、ときにはその

範囲をこえて移動する場合がある。それは結婚相手をさがすことや、すみ場所をひろげることに役
立っている。長い距離の移動は、羽をもつ鳥や昆虫におおくみられ、その距離が海をこえ数千キロ
におよぶことさえある。

昆虫の長距離の移動にはふたつのタイプがある。ひとつは自分の意志とは関係なく、台風や季節
風により運ばれるもので、迷

めい

蝶
ちょう

、迷
めい

蛾
が

、ウンカにみられる。もし、移動先に幼虫が育つ環境がなけ
れば全滅し、運良く良好な環境があれば繁栄する。リュウキュウムラサキがこのタイプである。

もうひとつのタイプは自発的な移動である。春〜初夏に気温が高くなると高地・北方へ移動し、
秋に寒くなると低地・南方へ移動する。アサギマダラがこのタイプであるが、他にも多くの蝶がこ
のタイプの移動を行うことがわかってきた。

迷蝶のふるさと
リュウキュウムラサキは、わが国に南方から飛来する代表的な迷蝶である。ときにはサツマイモ

などに産卵し、夏の間だけ九州以南で幼虫が育ち、かなりの数の成虫が採集されることもある。東
南アジアを中心に、西はマダガスカル島、東はマルケサス諸島まで広く分布しており、斑

はん

紋
もん

で区別
できるおおくの地理的亜種にわかれている。

日本で採集されるリュウキュウムラサキの斑紋を調べると、どこから飛んできたかがわかる。こ
れまで 5 亜種（6 型）が記録されており、それらの亜種が分布する地域が迷蝶のふるさとである。

アサギマダラのわたり
北米大陸のオオカバマダラのように、日本、台湾、中国南部におもに生息するアサギマダラも、

季節的な「わたり」をすることがわかってきた。明らかな休
きゅう

眠
みん

性をもたないアサギマダラは、オオ
カバマダラのような大きな越

えっ

冬
とう

集団をつくらず、つねに活動しているようだ。
ガガイモ類の葉を食べる幼虫は、本州では常緑性のキジョランがある地域でだけ越冬できる。春

から初夏にかけて、北上したアサギマダラは落葉性のイケマなどに産卵する。なかには北海道北部
まで達する蝶もいる。いっぽう 9 月から 11 月には、成虫は急速に南下をはじめ、常緑性のガガイモ
類に産卵する。そして香港まで達する蝶もいる。

このようなアサギマダラのわたりは、日本各地のマーキング愛好家の努力により、少しずつ明ら
かになってきた。

秋に南へ移動する蝶
アサギマダラのように「わたり」をする蝶はほかにもいるようだ。10 月にアサギマダラが通り

過ぎることで有名な愛知県伊良湖岬では、ウスバキトンボ、ギンヤンマなどにまじり、ウラナミシ
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ジミ、ウラギンシジミ、ツマグロヒョウモン、カバマダラなどが逆風にさからって海にでる。小さ
いのでわかりにくいイチモンジセセリ、チャバネセセリもとても多く、海にでて南下する可能性が
ある。

それらの蝶のほとんどは次の共通する特徴をもつ。1）明らかな休眠性がない、2）成虫で越冬す
るか、越冬するステージが不明である、3）春〜初夏の成虫の出現がおそい、4）秋に数が急にふえ
る、5）春〜初夏に北上する、6）地方の変異がほとんどない。

大都市の大阪などで、春から初夏に、そして秋に急にふえる蝶は、ほかから移動してきたものか
もしれない。それらの移動をたしかめるためには、アサギマダラのようにマーキング調査と再捕獲
が必要である。

■ 20B　植物も動く―種子散
さん

布
ぷ

■
陸の植物は大地にしっかりと根をおろして生活している。土と水と空気と太陽の光があれば、え

さを求めて動き回る必要はなく、自分で光合成をして生きていけるのである。しかし、動かぬ生物
である植物も、新しいすみ場所を開拓するためには、動かざるをえない。

次代をになう種子は、外界の動く力にゆだねて、いろんな場所に散布される。風や、水の流れや、
動物など、種子散布には植物をとりまくあらゆる動く力が利用される。行き着く先は外界の力まか
せであるため、生育に適した場所を得るものはごくわずかである。

風による散布
多くの種子や果実は、大なり小なり風が吹けば動くものであるが、風をうまく利用できる形に進

化した種子や果実がある。はねやわた毛があるものは、風を受けて遠くまで運ばれるし、とにかく
小さな種子をつけることで風に舞う植物もある。風を受けて、コロコロと転がるものもある。

水による散布
水辺に生える植物の中には、水の流れで運ばれる種子や果実をつけるものがある。これらの種子

や果実は、水に浮くための構造を持つことが多い。例えば、海辺には分厚いコルク層や空気が入る
隙
すき

間
ま

を持つことで、長い間、海水に浮くことができる種子や果実をつける植物がある。

動物による散布－ひっつきむし
ひっつきむしは、動物の体にひっついて運ばれる種子や果実のことである。動物にひっつくため

によく見ると面白い形をしている。果実の先がフックや逆
さか

さトゲ、ヘアピンなどになっているも
の、粘

ねん

着
ちゃく

物質を出してくっつくものなど、動物にひっつくための仕組みは様々である。

動物による散布－食べられて運ばれる
果肉などの柔らかい部分がある果実は、鳥や哺乳類などの動物に食べられて運ばれる。やわらか

い部分は消化されても、種子は壊れずに、フンとして出てくる。出てきた種子などは生きていて、
芽を出すことができるのである。果実に色が付いているのも、果肉があるのも、鳥や哺乳類に見つ
けて食べてもらうためである。

動物による散布－ドングリの貯
ちょ

食
しょく

散布
ドングリは、さまざまな動物に食べられる。アカネズミやカケスのように、見つけたドングリを

その場では食べずに、運んでいって貯える動物がいる。貯えられたドングリは、後から食べられる
のだが、中には食べ残されるものもあって、それが芽を出すことがある。
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自力による散布−はじける果実
自力ではじけて種子をとばす植物がある。はじける仕掛けのひとつは、果実が乾燥するときに、

皮の外側と内側の組織が異なるちぢみ方をすることで生みだされるひずみの力である。カラスノエ
ンドウやフジの果実がねじれてはじけるのはこの力による。もうひとつは、ホウセンカのように、
生きている細胞のふくらもうとする力が、組織の間で異なることによって生じる力である。

■ 21　生物どうしのつながりと進化■

■ 21A　花と動物■
生物はすべて、他の生物とさまざまなかかわり合いを持ちながら暮らしている。このような生物

同士のつながりは生物の進化の長い歴史の中でできあがってきたものであり、また、そのつながり
こそが生物の進化の重要な推進力となっている。ここでは植物とその花粉を運ぶ動物のつながりを
みてみよう。

目立つ花をつける植物では、昆虫や鳥といった動物によって花粉が運ばれる。これらの動物は蜜
みつ

や花粉を求めて花を訪れる。一方で、植物は蜜を報
ほう

酬
しゅう

に花粉を運んでもらう。花粉の運び手を呼び
寄せるための重要な信号である花の色や匂いは、花粉を運ぶ動物によって大きく異なっている。

虫の目とヒトの目
昆虫はヒトには見えない紫

し

外
がい

線
せん

を、あざやかな色として感じることができる。紫外線だけをとお
すフィルターをかけて花の写真をとると、ヒトには見えないもようがうつる。昆虫たちは私たちに
は見えないこのもようも見ているのである。

昆虫と花
花にはさまざまな昆虫が訪れ花粉の運び手となるが、訪れる昆虫の種類によって花の形や色、香

りの有無などの特徴が変わってくる（口絵Ⅳ− 1）。昆虫の好みにあった香りや色を持つことで、よ
り多くの個体を引き寄せることができる。また、昆虫の体や行動に合った形になることで、効率的
に花粉を受け取り、運んでもらうことができる。

鳥も花粉を運ぶ
大部分の植物の花粉は風や昆虫によって運ばれるが、昆虫以外にもさまざまな動物（たとえばヨ

コエビなど）が花粉を運ぶことがある。中でも重要な花粉の運び手は、鳥とオオコウモリである。
鳥が花粉を運ぶ植物は、赤くて大きな花をつけ、蜜が多いなどの特徴がある。日本では、ヤブツ

バキやオオバヤドリギ、ハマジンチョウなどが鳥
ちょう

媒
ばい

である。その花粉は、ヒヨドリやメジロが運ぶ。
ヒヨドリやメジロの舌の先は、効率よく蜜をなめるために、ブラシ状になっている。

虫をとじこめる花
においや色や形で虫をさそいこみ、とじこめて、むりやりに花粉媒

ばい

介
かい

させる花がある。日本の植
物では、ウマノスズクサやオオバウマノスズクサがその例である。花に入った虫は、雄しべが花粉
を出す時期まで、外に出ることができない。花粉をつけた虫が、元気に別の花に飛んでいってくれ
るように、花の中には、虫のための食料まで準備されている。

イチジクとイチジクコバチ
イヌビワなどイチジクのなかまの花粉は、種子に寄生する小さな昆虫（イチジクコバチ科）によっ

て運ばれる。イチジクコバチは、イチジクの種子に寄生することによってのみ生存できる。いっぽう、
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イチジクもまた、イチジクコバチがいなかったら、花粉の受け渡しができず、種子をつくることが
できない。植物と動物が、切り離すことのできないつながりで結ばれているふしぎな世界をのぞい
てみよう。

■ 21B　うそをついて身を守る■
多くの動物が昆虫をえさにしている。虫にとっては、それらの動物（天敵）にみつかるかどうか

は命にかかわる大切なことである。そこで、虫はみつからないような、またはみつかっても逃げら
れるような工夫をこらしている。

エダシャク（ガ）の幼虫やナナフシは、体の形と色が小枝に似ており、目立たない―ミメシス。
さらに、多くの虫は鳥のきらいな目玉もようで、または毒のある蝶やハチに似た体色でうそをつ
き、身を守っている―ミミクリー。

いろいろな動物が虫を食べる
昆虫は地球上でもっとも繁栄している。種類数も個体数もおおく、密度も高い。そういう虫たち

をえさにしているほかの動物はおおい。とくに鳥は恐しい天敵で、なかでもヒタキ科やシジュウカ
ラ科の鳥は虫を専門に捕食する。一羽のシジュウカラが一年間に 10 万匹以上の虫を食べるといわれ
ている。また、秋から冬には植物食のヒヨドリも、春から夏には虫を食べることがおおい。

虫たちの一生は、鳥にみつからないように成虫まで育ち、子孫をつくることだといえる。

みつかっても逃げる
まわりの環境にまぎれて、恐しい鳥をだまそうとしても、なにかのきっかけでみつかってしまう

ことがある。その瞬間、シタバガ類やタテハチョウ類は、後ばねにある派手なもようや目玉に似た
もようをみせて、鳥をおどし、鳥がひるんだすきに飛びさる。直径 lcm 以上の目玉もようは、鳥に
とっての天敵であるワシタカ類やけものの目を連想させる効果があるらしい。

いっぽう、lcm 未満の目玉もようは、鳥につつく行動をおこさせる。ジャノメチョウのなかまは
それらを羽のへり近くにあしらい、最初の攻撃をかわす。

また、シジミチョウのなかまは、触
しょっ

角
かく

に似た尾
び

状
じょう

突
とっ

起
き

と目玉に似たもようを後ばねの先端につけ
ている。鳥がニセの頭めがけて攻撃すると、逆方向に逃げる。

■ 22　地球は虫でいっぱい―昆虫の適
てき

応
おう

放
ほう

散
さん

■

世界中に生息する昆虫の種類数は、わかっているものだけで約 76 万種、未知のものを加えると
100 万種以上といわれ、地球上の動物の 3/4 をこえている。昆虫は、なぜこれほど発展することがで
きたのだろう。

はるか 4 億年前のデボン紀に、昆虫は陸上に進出した節足動物の中から出現した。そのころすで
に昆虫の体は、頭、胸、腹の 3 つの部分に分かれ、6 本の足をもっていた。まもなくはねを獲得して
積極的に移動し、小さな体を利用して、それまでほかの陸上動物が占めていなかったあらゆる空間
に、効率よくはいりこんだ。それぞれの種は、環境との結びつきを強め、その場所に応じた体の形
や生活のしかたをもつようになった。後に種子植物が繁栄するようになると、それらを食物として
ますます分化が進み、気候が寒冷になった時には、休眠することできりぬけた。

このように、基本的な体のしくみを保ちながら、多くの異なった環境に応じた体つきや生活のし
かたをもつようになる進化を、適応放散とよぶ。昆虫に限らず、いろいろな動物で適応放散がみら
れ、多くの種をうみだしている。
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甲虫の進化と環境との結びつき
適応放散の例を甲虫でみてみよう。甲虫は昆虫のなかでも、最もさかえているグループで、あら

ゆる環境にすんでおり、世界で 30 万種以上、日本から約 14,000 種が知られている。
甲虫はどのグループでも、身を守るかたい前ばねと体皮、飛ぶ時に使う膜

まく

質
しつ

の後ばねをもつとい
う、基本的に同じ体のしくみをもっている。ところが、すみ場所や活動ぶりに応じて体の形を変化
させて、多くの種に分かれている。水中にすむガムシやゲンゴロウのなかまでは、体は流線形で平
たくなり、前ばねの表面はなめらかで、足はオール状で、全体に泳ぎやすい形に変化している。糞

ふん

をえさにしている甲虫では、前足が糞を切りとったり、まるめるのにつごうのよいシャベル型になっ
ている。

ほかの昆虫でも、環境との結びつきや体の特徴をこのようにみていってほしい。

熱帯のジャングルの昆虫
豊かな植物相と立体的で多様な環境、高温多湿であまり変化のない気候など、条件にめぐまれて

いるジャングルでは、昆虫の種類数が最も多く、古いタイプのものも温存されやすい。およそ考え
られる限りの色彩と形態の多様性がみられるが、それだけ種類が多いことのあらわれである。あで
やかな色彩は、強い光線を反射し、天敵に対して警戒色としてはたらく。

糞
ふん

に集まる昆虫
けものや人の糞には、多くの昆虫が集まってくる。ファーブルの昆虫記で有名なタマオシコガネ、

ダイコクコガネ、センチコガネなどの糞虫類は、糞をまるめて幼虫のえさにする。彼らの前足のす
ね先は、へらのようにひろがって、糞をこねるのに、便利な形になっている。ハエや蝶のなかまに
も、糞をなめたり、液を吸う種類が多い。

雪の上で活動する昆虫
セッケイカワゲラやクロカワゲラのように、冬だけに出現して、雪の上で活動する昆虫がいる。

トビムシやユスリカ、ガガンボのなかまにも、このタイプがみられる。雪虫とよばれる彼らは、え
さはとらず、口やはねも退化していることが多く、交尾や産卵など、子孫を残すためにだけ出現す
る。天敵のいない季節にあらわれ、おたがいを見つけやすい雪の上にでるのだろうといわれている。

その他の展示内容
森の昆虫 / 河原の昆虫 / 海岸の昆虫 / 高山の昆虫 / 谷川の昆虫 / 池や沼の昆虫 / 吸水にくる昆虫 /

花に集まる昆虫 / 大空を飛ぶ昆虫 / 土の中にすむ昆虫 / 地表にすむ昆虫 / 洞くつの昆虫 / 汚水にす
む昆虫 / 海の中にすむ昆虫 / 砂漠の昆虫 / 南極・北極の昆虫 / キノコに集まる昆虫 / 動物の死体に
集まる昆虫 / 果実に集まる昆虫 / 朽木にすむ昆虫 / 種子につく昆虫

■ 23　ところ変われば虫変わる―昆虫の生物地理■

今から 100 年以上も昔、イギリスの動物学者ウォーレスは、世界各地での採集経験にもとづいて、
世界を 6 つの地理区に分けた。各区に特有な動物がいるのを主な目やすとし、各地域の種類の似て
いる程度、あるいは似ていない程度を比較したこの分け方は、今も使われている。しかし、生物の
分布を歴史的にとらえずに、各区の境界線を論じる方向へ進んだその後の区系生物地理学には、多
くの批判がある。

土地によって、すんでいる昆虫がどうしてちがうのか。また、昆虫の種ごとに、すんでいる範囲
がきまっているのはなぜか。それは、現在の気候や植生、海や山などの地形だけでなく、土地の歴
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史がそれぞれちがい、そこでくりひろげられた昆虫の進化の結果、独自のグループが生まれてきた
からである。ある地域の昆虫相は、このように歴史的に成立してきたものなので、そのなりたちを
考える時には、たんに現在の分布だけでなく、それぞれの昆虫の種やグループの進化の道すじを明
らかにすることが重要である。

各地理区の特徴
旧北区 Palaearctic―寒さに強い種がさかえ、草原性のグループが多い。日本の大部分がこの地理

区にはいる。
新北区 Nearctic―北アメリカで独自に進化したグループを主とし、旧北区あるいは新熱帯区にも

分布する群が混じる。
東洋区 Oriental―多くの島に分かれているので、地理的な分化をおこしている種が多い。琉球列

島はこの地理区にはいる。
エチオピア区 Ethiopian―昆虫相は東洋区に似ているが、サバンナに適応したグループが多い。
オーストラリア区 Australian―原始的なグループがさかえ、生き残り的な種類が多い。東洋区起

源のものも少し加わる。
新熱帯区 Neotropical―種類数が最も多く、多くの特産のグループもあるが、進化の程度が低いも

のが多い。

■ 24　海は生命のふるさと■

■ 24A　サンゴ礁―複雑な空間の利用■
熱帯の海に発達するサンゴ礁は、イシサンゴをはじめ、石

せっ

灰
かい

藻
そう

・ウニ・軟体動物・有
ゆう

孔
こう

虫
ちゅう

などの
骨格や殻が積みかさなってできたものである。

イシサンゴの群体のあいだには、さまざまな生物がすみついている。なかにはチョウチョウウオ
のように、サンゴの生きたからだを食べるものもいるが、多くはサンゴのあいだの複雑な空間を、
すみかやかくれがとして利用しているものたちである。

■ 24B　潮
ちょう

間
かん

帯
たい

―厳しい環境にたえる■
海岸の、潮が満ち引きする範囲を潮間帯という。ここは、波

は

浪
ろう

だけでなく、干
かん

出
しゅつ

時の高温・低温・
乾燥など何重ものきびしい環境条件にさらされるところである。しかし、ここには特別な体の構造
や生理機能、生活上の工夫などを開発することによって悪条件を克服した、おびただしい種類と量
の海の生物がすみついている。

潮間帯をふくめた浅い海というのは、植物にとっては日光と栄養塩が、動物にとっては餌
えさ

となる
有機物が豊富で、この上なく魅力的なところなのだ。

■ 24C　生きている化石■
生物の中には、ある地質時代に、化石としてその存在が知られていても、そののちに絶滅して、

真の姿を知る手がかりのほとんどないものが少なくない。しかし、中には、子孫がいまもあまり変
化せずに生き残っていて、それによって当時の生物についての貴重な情報のえられる場合がある。
このような場合、現存する子孫は「生きている化石」と呼ばれることになる。

ネオトリゴニア
中生代の浅い海の堆積物から、さまざまな種類のサンカクガイの化石が見つかっている。ネオト

リゴニアはその子孫で、オーストラリアの近海に数種がすんでいる。
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オキナエビスガイ
腹
ふく

足
そく

類
るい

（巻貝）の体は、発生のとちゅうで神経系のねじれを起こし、多くの器官の右側が退化・
消失してしまう。しかし、オキナエビスガイ類では、えら、心

しん

耳
じ

などは右側も残っていて、腹足類
の原始的な状態をとどめている。

古生代から中生代にかけて繁栄した。現在ではやや深い海底にすんでいて、採集されることはま
れである。

オウムガイ
古生代に栄えた頭

とう

足
そく

類
るい

（イカやタコのなかま）で、現在は熱帯の海に少数の種が知られているだ
けである。

巻いた殻で身をまもり、単純な形の触
しょく

手
しゅ

をたくさんもっている。イカやタコのようなレンズのあ
る眼はなく、運動も不活発である。

カブトガニ
カニではなく、クモに近い原始的な節足動物。古生代シルル紀にあらわれ、中生代に繁栄したが、

現在ではインド・西太平洋沿岸とアメリカ東岸に 5 種が生き残っているだけである。
日本でも瀬戸内海や九州沿岸に生息するが、絶滅の危険がある。

■ 24D　深海にすむ■
水深が 200m をこえる海の中は、ふつう深海と呼ばれている。ここは、光のとどかない暗やみで、

動物の餌
えさ

となる有機物が少なく、水温も低い。
深海の魚類には、このようなきびしい環境を生きぬくために、ある器官をきょくたんに発達させ

たり、逆に、必要のない器官を思いきって退化させてしまった例がみられる。たとえば、光がほん
のわずかに残っている深さには、眼が異常に発達したものがいるが、光がまったくとどかない所で
は、眼の退化したものが多くなる。また、水中に浮かんで餌を待つものでは、体の筋肉は弱よわし
く、組織は水を多く含んでぶよぶよだが、口だけはがんじょうで大きく、自分と同じくらいの大き
な動物でものみこめるものがいる。

深海は、起源の古い動物たちが多く生き残っている場所でもある。深海での生活にいちじるしい適応
を遂げ、特殊化している魚類は、どれも魚類の中の原始的なグループに属している。深海底には、ほか
にも、ウミユリ類や軟体動物の単

たん

板
ばん

類
るい

など、「生きている化石」として知られている動物が少なくない。

ラブカ
現存するサメの中では、もっとも原始的なサメの一種である。ふつうのサメとちがって口は前端に開

き、えらはむきだしのままで、側
そく

線
せん

は溝
みぞ

状になっている。せぼねの部分は円筒状で脊
せき

椎
つい

骨
こつ

は発達しない。
深海にすみ、一部の海域を除き、めったに見つからない動物である。この標本は、1985 年に和歌

山県南部町の沖でとれたもの。〔田名瀬 英朋氏 出品〕

■ 24E　動物の系図■
現在の地球上には 120 万種以上の動物が知られていて、20 あまりの「門」に分類されている。こ

れらは、海を舞台として、長い年月をかけて進化してきたものである。
多細胞性の動物（後

こう

生
せい

動物）は、原生動物のあるものから出発し、下等なものから高等なものへ
と進化していくとちゅうで、それぞれのグループにわかれていったと考えられている。

生物を、このような血のつながり（系統関係）にもとづいて、枝わかれの図にまとめたものを系
統図（または系統樹）と呼んでいる。
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動物の門のあいだの系統関係にはいろいろな説があるが、おもなものは新ヘッケル派の説とハッ
ジィ派の説である。展示では、わが国で広く使われている新ヘッケル派の系統図をもとにしている
が、動物の系統関係については、まだまだ研究されなければならないことがおおい。

■ 24F　海にすむ大きな生物■
第 3 展示室の天井からつってあるナガスクジラは、まだ若いので 17.3m しかないが、大きくなる

と 25m をこえる。シロナガスクジラ（30 m をこえる）と共に、これまでに地球上へ出現した最大
の脊

せき

椎
つい

動物である。くびや尾の長い恐竜にも、30m をこえるものは知られていない。いま、陸上に
すむ動物ではゾウが最大だが、その骨格とクジラの骨格をくらべてみよう。

海藻にも大きいものがある。カリフォルニア沖のマクロキステス（褐
かっ

藻
そう

）は、ふつうで 50 ～
60m、ときには 200m の長さになる。日本のナガコンブも 20m 以上になる。

このように、海にすむ生物には大きいものがおおい。

ナガスクジラ
流線形の体で、海の中を泳ぐのに適している。胸びれ（前足がかわったもの）・背びれ・尾びれが

あり、後足は無くなっている。哺乳類なので、子クジラは乳をのんで育つ。鼻のあなから空気を出
しいれして、肺で呼吸する。水蒸気をたっぷり含んだ温度の高いいきが、低温の海上へはき出され
ると白くみえる。いくらかの海水もいっしょにとばされる。これは「クジラのしおふき」とよばれる。

この標本は 1952 年 3 月に、北海道厚岸の沖でとれた。若いめす。

タカアシガニ
世界最大のカニで、節足動物中でも最大。はさみ脚をひろげると 3m をこえるものがある。日本

近海の特産で、数百～千 m の深さにすんでいる。この標本は、高知県足摺岬沖でとれたオス。〔黒
原和夫氏寄贈〕

リュウグウノツカイ
深海の中層にすむ大型の魚。展示している標本は 3.25m あるが、これはまだ小さい方で、最大で

8m に達するとされる。生きているときは全身が銀白色。頭の上にある長いひれは、まっかな色であ
る。遊泳する際は、体を斜め上に向け、背びれを波うたせて、前進する。動物プランクトンやオキ
アミ類を捕食する。

この標本は大阪湾にまよいこんだもの。1954 年秋に、阪南市尾崎の沖で網にかかった。

ソデイカ
外
がい

骨
こっ

格
かく

や殻をもたない動物は大型になりやすい。イカでも大型の種がいくつか知られている。ソ
デイカは全世界の温帯〜熱帯域に分布し、食用にされる大型のイカ。1 対の腕（第 3 腕）に「袖

そで

」の
ように見える広い膜

まく

があることからこの名前が付いた。沖縄ではソデイカ漁がさかんで、この標本
は 2011 年に大東島東方沖で漁獲されたもの。胴

どう

長
ちょう

（外
がい

套
とう

長
ちょう

）83cm、重さ 19.5kg のオスで、ソデイ
カとしては最大クラス。博物館が買い付けなかったら、お寿司屋さんに行っていたかもしれない。

オオジャコ
貝殻をもつ軟体動物としては世界最大の種。殻長 l m にもなる。熱帯のサンゴ礁にすむ。

アラフラオオニシ
世界最大の巻貝で、殻高 70 cm になる。アラフラ海を中心とした北オーストラリアの海底にすむ。
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トウカムリガイ
南日本に分布する重厚な巻貝。装飾品としてよく用いられる。

ホラガイ
日本では最大の巻貝。山伏の吹く法

ほ

螺
ら

に用いられる。

ナガコンブ
海にはいろいろ大型の動物がすんでいるが、植物にも大きいものがあって、コンブもそのひとつ

である。コンブには 10 数種あるが、いちばん長いのがナガヨンブで、北海道釧路付近から千島列島
にかけて分布している。この標本は長さ 6 m であるが、大きいものは 20 m にもなることがある。

■ 25　わたしたちはどこから■

■ 25A　せぼねをもつ動物■
せぼね（背骨）をもつ動物は、脊椎動物とよばれている。水の中で暮らす一部のグループをのぞ

くと、体の内部にかたい骨があり、骨がつらなって骨格を形づくっている。この骨に筋肉がつき、
体を自由に動かすことができる。

体は左右対称で、頭・くび・胴体・尾とつながり、これに運動器官として前足（つばさ・むなびれ）
と後足（はらびれ）がついている。

次の動物はみな、共通の祖先から分れて今の姿に進化してきた。無
む

顎
がく

類
るい

の特定のグループから顎
あご

のある魚が生まれ、魚のあるグループが両生類の段階をへて、完全に陸上生活をする爬
は

虫類へと進
化した。爬虫類のあるものから、羽毛をもつ鳥類が生まれた。体毛のある哺乳類も、爬虫類のなか
の獣

じゅう

形
けい

類
るい

から発展してきたものである。そして私たちも、その一員である。
いま、地球上にすむ脊椎動物は、次の 7 つに大きくわけられる。
①無

む

顎
がく

類（ヤツメウナギなどの円
えん

口
こう

類
るい

）
②軟
なん

骨
こつ

魚類（エイやサメなど）
③硬
こう

骨
こつ

魚類（ふつうの魚）
④両生類（カエル・イモリなど）
⑤爬

は

虫類（ヘビ・トカゲ・カメ・ワニなど）
⑥鳥類（鳥）
⑦哺乳類（けものとヒト）
脊椎動物は、海を離れ、淡水生活を経て、厳しい陸上生活ヘ適応する中で、体のつくりや生活の

し方を変化させ、より高度な活動能力を備えるようになった。
魚類：魚は水の中で卵を生むものが多い。卵はゼラチン質に包まれていたり、ねばりけのある物質

で付着したり、ばらばらで水中をただよったりする。
両生類：卵は淡水の中へ生みつけられる。卵はゼララン質に包まれているが、水の乾きには弱い。

幼生（オタマジャクシ）も水中で生活し、変態してようやく陸上生活ができる。
爬虫類：多くの種は石灰質の殻をもつ卵を、陸上や地中へ生む。生れてくる子供（胚

はい

）は卵
らん

殻
かく

内
ない

の
羊
よう

水
すい

に浮んだ状態で大きくなる。胚の出す尿は尿のうにためられる。卵の発育が陸上で可能にな
り、完全な陸上生活ができるようになった。
鳥類：卵殻のなかの白味（卵白）と黄味（卵黄）は、胚のための栄養分である。胚は羊水につかり、

卵黄の上に乗っている。基本的に、親鳥が卵をあたため、ひながかえると餌を運んで育てる。
哺乳類：（単

たん

孔
こう

類
るい

を除いて）母親の子宮の内側に、受精卵がくっつき、そこに胎
たい

盤
ばん

ができる。（有
ゆう

袋
たい

類
るい

を除いて）胎
たい

児
じ

へは、血液をなかだちにして栄養が運ばれ、老廃物が運び出される。生み出さ
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れた子は、母親の乳をのんで育ち、長期間にわたって親の保護をうける。

■ 25B　けものの骨格と生活■
けもの（哺乳類）の骨格をみると、「頭―くび―胸―腰―尾」の骨がひとつづきになり、これを前

足と後足とが支える形となっている。
頭の骨の中には、よく発達した脳が入っているし、顔を中心とした部分には、目（視覚）、鼻（嗅

きゅう

覚
かく

）、耳（聴
ちょう

覚
かく

）、口（味覚とそしゃく）などの器官が集中する。そのため、顔の向いている方向が
移動方向と一致し、前足と後足の筋肉の付きかたや骨の形もみな、そのように設計されている。こ
のような基本の形が、生活に応じて変化している。

生活する場所には、地上・地中・樹上・空中・水中などがある。食物を入手する方法にも、歩き
まわってさがす、追いかけてとらえる、まちぶせておそう、などがある。敵から逃げるやり方もい
ろいろだ。これらはみな、骨格全体の形と関係しあっている。さらに、それぞれのけものの生活に
合わせて、骨の部分も変化している。

ヒトは、直立して後足で歩くという思いきった変化をなしとげた。骨はどう変わっただろう。

有
ゆう

袋
たい

類
るい

けものの赤ちゃんは、母親のおなかの中にいる胎児のときには、胎
たい

盤
ばん

から栄養をもらって大きく
なる。原始的なけものの有袋類（カンガルーやコアラなど）は、胎盤とよべるものがない。赤ちゃ
んは発育をあまりせずに生まれ、その後は、母親の育児袋に入って育つ。なお、単

たん

孔
こう

類
るい

（カモノハ
シやハリモグラ）は、胎盤すらもたず、卵を生む。

肉食性のけもの（食
しょく

肉
にく

類
るい

）
ほかの動物などを食べる。骨の関節はよく動き、背骨と背骨の間には、すきまがある。このため

に、体を自由にまげたり伸ばしたりできる。えものにしのびよったり、とびかかるとき、体のしな
やかさが役にたつ。ネコ科のけものでは、指先の骨が大きくなっている。ここから丈夫なつめがは
えている。歯は、かみついたり、ひきはがしたり、切りとるための形をしている。

草食性のけもの
地上で生活し、せんい質のおおい草や木の葉をたべる。敵におそわれたとき、走って早く逃げら

れる、長い足をもっているものがおおい。つまさきであるく。歯は、草をつみとったり、すりつぶ
すのに便利な形をしている。目の位置は、顔の両横にあって、広い範囲をみわたすことができる。

雑食性になった食肉類
木の実も昆虫もたべる―といったように、植物も動物もたべることを雑食性という。食肉類であ

りながら、クマもビントロングも雑食性になっている。クマの奥歯（臼歯）は大きく、木の実など
をかみくだくのに便利な形をしている。クマは足のかかとまで地面につけてあるく。

サルのなかま
サルのなかまは、他のけものの利用していなかった木の上で暮らし、昆虫食から木の実や葉をた

べるように進化していった。生活時間も、夜から昼間にうつってきた。指はよく動き、とくに親指
がほかの指とむきあって、物をにぎる役目をはたす。視覚が発達し、色をみわけることもできる。

けものの歯
哺乳類は、食べ物を能率的に食べられるよう、種類ごとにそれぞれちがう形の歯をもっている（図 19）。
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肉を食べるネコやイヌのなかまでは、えものをたおすた
めの犬歯（きば）が大きい。そして奥歯のなかのいくつか
の歯だけが、肉をかみ切るするどい歯になっている。

ウシやウマのなかまでは、奥歯のかみ合わさる面がとて
も広い。その面では、かたいエナメル質がとび出して、複
雑なもようを作っている。この広いでこぼこの面で、かた
い草をすりつぶしている。前歯は、草をかみちぎるのにつ
ごうがよい。

イノシシや多くのサル、そして私たちヒトは何でも食べ
る雑食性である。雑食性のけものでは、一部の歯はかみ切
ることに、あとはかみくだいたり、すりつぶしたりするこ
とに使われる。

食べ物のちがいは、歯だけでなく、顎
あご

の関節のちがいに
もあらわれる。肉食性のけものの顎は、まるではさみのよ
うに上下にだけ動くが、草食性のけものの顎は、前後左右
に動いて草をすりつぶす。雑食性のけものの顎は、両方の
動かし方ができる。自分でやってみよう。

ゾウの臼
きゅう

歯
し

アジアゾウやアフリカゾウでは、臼歯（奥歯）は上下の
顎の左右にそれぞれ 6 本ずつ、全部で 24 本はえる。6 本の
うち、先にはえる 3 本が私たちの乳

にゅう

臼
きゅう

歯
し

に後からはえる 3
本が大

だい

臼
きゅう

歯
し

にあたる。ゾウは、かたい草や葉をたくさん食
べるので、これらの臼歯はけものの臼歯の中で一番大きい。
そのため、顎にすべての歯が一度にはえることができず、
ある時期に 6 本のうち 1 本か 2 本、つまり全部で 4 本か多
くて 8 本の歯しかはえていない。そして私たちの歯とはち
がうはえかわり方（水平交換）をする（図 20）。

アジアゾウ
ゾウは現在、陸上にすむ動物のなかで最も重い。アジアゾウで最大 5t、アフリカゾウでは最大 7 t

といわれる。この体重をささえるために、ゾウは太い柱のような足をもっている。首はとても短く
なっていて、大きく重い頭をささえやすくなっている。そのかわり他の草食獣のように、口で直接
たべ物を集めることはむつかしい。ゾウの鼻が長いのは、このような不便さをおぎなう意味が、あ
るのだろう。

踵
かかと

はどこ？地面への足のつき方
イヌの後ろ脚を見て、膝

ひざ

の曲がる向きが人とは逆だと思ったことはありませんか？　膝や踵の曲
がる向きは、どの哺乳類も同じです。イヌで、ヒトの膝のように見える部分は、実は踵なのです。

ヒトやクマは、踵を地面につけて歩きます（蹠
せき

行
こう

性
せい

）。これに対して、ライオンやイヌは、踵を上
げて、指だけで地面につけて歩きます（趾

し

行
こう

性
せい

）。シマウマやシカは、さらに爪先だって、指先の蹄
だけを地面につけて歩きます（蹄

てい

行
こう

性
せい

）。
速く走る哺乳類の多くは、趾

し

行
こう

性や蹄
てい

行
こう

性です。ゆっくり歩く時は蹠
せき

行
こう

性で、走る時は趾
し

行
こう

性に
なるものもいます。

図 20：ゾウの歯のはえかわり方（下あご）．

図 19：肉食性（上）と草食性（下）のけもの
の下あご．
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■ 25C　わたしたちのからだ■
おんな

骨ぐみ全体が細めにできている。女性の骨
こつ

盤
ばん

は、男性とくらべると左右にひろがっていて、おな
かのなかで赤ちゃん（胎

たい

児
じ

）が育つのにつごうがよい。少しでも楽に出産できるよう、骨盤の下側
もひろがっている。

おとこ
骨ぐみ全体はがっちりしており、肩はばのひろいのが目だつ。骨の表面には、でこぼこがおおい。

これらは、女性にくらべて男性に、筋肉が発達していることを示している。骨盤の下側は、女性に
くらべるとすぼまっている。

第 3展示室の文献（すべて「19種の誕生」）
細谷和海・川瀬成吾（2020）アユ．In：琵琶湖生物多様性画像データベース． https://www.lberi.

jp/iframe_dir/data/plecoglossus-altivelis-altivelis/index.html（最終閲覧日：2024 年 1 月 8 日）
川瀬成吾（2019）タモロコに見られる地理的変異．In：細谷和海（監修）「増補改訂 日本の淡水魚」．

山と渓谷社：145．
Komiya, T. et al. (2014) Multiple colonizations of Lake Biwa by Sarcocheilichthys fishes and their 

population history. Environmental Biology of Fishes 97(7): 741-755
西野麻知子（2018）固有種．In：内藤正明（監修）「琵琶湖ハンドブック三訂版」．新江州株式会社：

152-153．
Tabata, R. et al. (2016) Phylogeny and historical demography of endemic fishes in Lake Biwa: the 

ancient lake as a promoter of evolution and diversification of freshwater fishes in western 
Japan. Ecology and Evolution 6(8): 2601-2623.

樽野博幸（2022）大阪湾の海底から発見されたビワコオオナマズの頭骨の化石．大阪市立自然史博
物館研究報告（76）：31-55.
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■ギャラリー■

博物館の展示は、ひとつのストーリーにそって流れています。この展示のストーリーからはみだ
したものを 2 階ギャラリー（一部は 1 階ナウマンホール）で展示しています。また、ギャラリーの
一部には第 4 展示室「自然のめぐみ」があります。

●和泉層群の化石
大阪南部の和泉山脈から四国の松山に至るまで、東西 300km 以上にわたって、和泉層群とよばれ

る地層が細長く分布している。そこからは、白亜紀末期にすんでいたアンモナイトや二枚貝をはじ
め、巻貝、ウニ、カニ、サメの歯、それにコダイアマモなど多くの化石が産出する。

アンモナイトや貝などの化石は、おもに和泉層群分布域の北縁にそって発達する厚いシルト質泥
岩から見つかることが多い。いっぽう、コダイアマモは、もう少し南側の砂岩泥岩互層が発達する
地域の砂岩から見つかる。

第5展示室

第
3
展
示
室

食
用
植
物
と
そ
の
ふ
る
さ
と

図 21：ギャラリーおよび第 4展示室配置図．
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化石産地を西から東へたどってみると、アンモナイトや二枚貝の種類が産地ごとに少しずつ変わっ
ていくことがわかる。これらの化石の研究や地層の構造から、和泉層群は西から東へむかって、少
しずつ時代が新しくなっていることがわかる。

コダイアマモ
和泉山脈や四国の阿

あ

讃
さん

山地に分布する
和泉層群の砂岩からは、コダイアマモと
呼ばれる化石が産出する。発見された当
初、この化石は、現生のアマモ（海

うみ

草
くさ

）
の祖先にあたる単

たん

子
し

葉
よう

植物と考えられた
ため、“ コダイアマモ ” と名付けられた。
しかし、「茎

くき

」にあたる部分には必ず砂
が詰まっていることなどから、動物の生

せい

痕
こん

化石であるという説が有力となった。
2016 年に、「葉」部分の成分もまた泥

で形成されていたことなどを示した論文
が発表された（図 22）。これにより、コダイアマモの正体は「海底にすんでいた生き物の巣穴（生痕
化石）」であると断定され、長年の論争に決着が付いた。

●鉱物のせかい
鉱物とは「自然の物質のうち、物理的・化学的にほぼ均―で一定の性質を有する無

む

機
き

質
しつ

の固体物
質」をいい、これまでに地球上ではおよそ 4000 種類が知られています。
「鉱物」と聞くとかたいイメージがありますが、生活に欠かせない金属製品は、鉄や銅などの金属

元素を含む鉱物から作られています。また、アクセサリーとして身につける宝石は、多くがきれい
な鉱物を利用したものです。このように、鉱物は私たちの生活と深く関わっています。

鉱物の分類
鉱物は化学組成の特徴によって、次のように分類されます。
元素鉱物：一つの元素からできた鉱物。ダイヤモンド：C など
硫
りゅう

化
か

鉱物：硫黄（S）との化合物。黄
おう

鉄
てっ

鉱
こう

：FeS2 など
ハロゲン化鉱物：ハロゲン元素（F、Cl など）との化合物。蛍石：CaF2 など
酸化鉱物：酸素（O）との化合物。磁

じ

鉄
てっ

鉱
こう

：Fe2+Fe3+
2O4 など

炭酸塩鉱物：炭酸基（[CO3]2-）との化合物。方
ほう

解
かい

石
せき

：CaCO3 など
硫
りゅう

酸
さん

塩
えん

鉱物：硫酸基（[SO4]2 -）との化合物。重
じゅう

晶
しょう

石
せき

：BaSO4 など
燐
りん

酸
さん

塩
えん

鉱物：燐酸基（[PO4]3 -）との化合物・燐
りん

灰
かい

石
せき

：Ca5（PO4）3F など。砒
ひ

酸
さん

塩
えん

鉱物、バナジン酸
塩鉱物も似た性質をもつ
タングステン酸塩鉱物：タングステン酸基（[WO4]2-）との化合物。鉄重石：FeWO4 など。クロム
酸塩鉱物、モリブデン酸塩鉱物も似た性質をもつ
珪
けい

酸
さん

塩
えん

鉱物：珪
けい

酸
さん

基
き

（[SO4]4 -）との化合物。石英＊：SiO2 など
＊石英は、酸化鉱物に分類されることもあります。

岩を作る鉱物
鉱物はおよそ 4000 種類が知られていますが、地殻をかたちづくっている鉱物は 300 種ほどです。

そのうちもっともふつうに見られるのは岩をつくる珪酸塩鉱物で、造
ぞう

岩
がん

鉱
こう

物
ぶつ

とよばれています。

図 22：コダイアマモの復元図．生痕学的な調査により、コダイア
マモの形態はステージⅠ〜Ⅲの 3 つに区分できることがわかった．
図の提供：徳島県立博物館．
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造岩鉱物には石英や長石などの無色（白色）の鉱物と、雲
うん

母
も

、角
かく

閃
せん

石
せき

、輝
き

石
せき

、カンラン石、ザク
ロ石などの鉄やマグネシウムを多く含んだ有色の鉱物があります。これらのいくつかが組み合わさっ
て岩がつくられています。

結晶の形
鉱物は、一定の成分でできた固体の物質で、ふつうは、それらの成分が規則正しくならんだ結晶

となっています。
結晶が安定して成長すると、その形は、平らな結晶面でかこまれた多面体になります。ある結晶

面ととなりあう面がつくる角度は、鉱物の種類によって一定ですが、鉱物が成長するときのいろい
ろな条件の違いによって、結晶面の大きさや数はちがってきます。そのために、同じ鉱物でもいろ
いろな形の結晶をつくります。

宝石の原石
鉱物は結晶がキラキラしてきれいですが、とくにきれいなものが宝石になります。広辞苑には「各

種鉱物のうち、質硬く光沢美しく屈
くっ

折
せつ

率
りつ

大で、かつ産出少なく、装
そう

飾
しょく

品として用いるもの」とまと
められています。代表的な宝石としては、ダイアモンドやルビー、サファイアがあります。

●隕
いん

石
せき

と地球
隕石は、地球の外から落下してきた物質で、鉄・ニッケルなどの金属の量が少ないものから、石

せき

質
しつ

隕石、石
せき

鉄
てつ

隕石、鉄質隕石（隕
いん

鉄
てつ

）に区分されている。このうち、石質隕石は、地球上の岩石の
あるものとにているが、鉱物が球状に集まってできたコンドルールなどは、隕石だけにみられる。

隕石がどのようにしてできたかについては、まだ謎が多いが、原始星雲から、地球などの惑星と
同じような隕石母天体ができ、それがこわれて隕石となったという考えがある。

隕石を調べることは、地球の誕生や地球の内部のようすをさぐるうえで、たいへん役にたっている。

地球の内部
地球をつくる物質について、私たちは直接見ることができるのは地殻の部分だけである。地殻は、

おもに花こう岩や玄武岩からなり、厚いところで数 10km になるが、地球の半径（約 6400km）とく
らべると、うすい皮のようなものといえる。

マントルや核の物質については、地震波の伝わりかたや、高温高圧実験、隕石の研究等からいろ
いろと推定されている。上部マントルは、かんらん岩かエクロジャイトのような重い岩石、下部マ
ントルはマグネシウム、珪素、鉄などの酸化物、核は隕鉄のような金属からなるという考えや、そ
の他多くのモデルが考えられている。地球の内部は、中心部が 380 万気圧にたっするほどの高圧世
界であると考えられているが、まだわからないことも多い。

●タマオシコガネとフン玉の 10倍模型
タマオシコガネはケモノのフンをころがすユーモラスな甲虫で、ファーブルがその「昆虫記」の

中でも取り上げていることでよく知られている。牛や馬のフンでフン玉をつくり、さか立ちするよ
うなかっこうで転がし、自分のエサにしたり、幼虫のエサにしている。

このなかまはヨーロッパから朝鮮半島にかけて、たくさんの種類がすんでおり、ファーブルのす
んでいたフランスでは、スカラベ・サクレという種類がすんでいる。日本ではこのような大型のコ
ガネムシでは、タマを転がすものは知られていない。
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第 4展示室　

自然のめぐみ
人類は、はじめ野生植物の中から、食用となる植物をさがしあつめて生活していたが、やがてこ

れを栽培するようになった。
えものを求めて、さまよう生活から、植物を栽培して、定住するようになると、ずっと多くの収

穫が安定して得られるようになる。そこにうまれたゆとりから文明がはじめておこった。現在の生
活のなかでも、自然はわたしたちにさまざまなめぐみを与えてくれている。そのような「自然のめ
ぐみ」についてみてみよう。

現在、自然史博物館では少しずつ展示の更新を進めています。ナウマンホールの改装、さらに
2006 年〜 2008 年にかけて、第 4 展示室及び（旧）特別展示室を一体化して、第 5 展示室「生きもの
の暮らし」が完成しました。このため、これまでの第 4 展示室「自然のめぐみ」の展示物は、第 3
展示室前にギャラリー展示「26　食用植物とそのふるさと」として展示しています。

■ 26　食用植物とそのふるさと■

作物の原種となる有用な野生植物は、地球上にどこにでも分布しているのではなく、いくつかの
地域に集中していました。それらの地域にすむ民族によって、植物の性質や環境のちがいに応じた
農耕がはじめられ、ちがった文明に発展していきました。ここでは、地中海地域、アフリカからイ
ンドのサバンナ地帯、東南アジアの熱帯、その北につづく照葉樹林地帯（日本を含む）、アメリカ大
陸の各地域について説明しています。どのような地域でどのような植物が食べものとして利用され
てきたのでしょうか。また、これらを見渡して、日本列島はどんな地域なのか考えてみましょう。

■ 26A　地中海文明をささえた植物■
地中海地域の気候は、冬に雨がおおくて、きびしい寒さはなく、夏は乾燥して高温という、きわ

だった特徴をもっている。
この地中海型気候は、たくさんの冬型一年生植物（越年生植物）をはぐくんだ。冬型一年生植物

は秋に発芽し、冬は適当なしめりにめぐまれて、葉をひろげ根をはり、春、暖かく、日が長くなる
とともに、急速に生長して花を咲かせる。暑く乾いた夏がやってくるころには、たねを残して枯れ
ていく。

秋にたねをまき、春から初夏にかけて収穫する作物の祖先は、大部分はこの地中海地域の一年生
の野生植物である。その代表がコムギ・ライムギ・エンバクなどのムギ類、キャベツ・ハクサイ・
ダイコンなどのアブラナ科植物である。

地中海東岸地方の草原の野生植物から育てあげられたムギ類が、大河がはぐくんだ肥
ひ

沃
よく

な平野に
栽培されたとき、はじめて人類は古代オリエントの文明をささえるゆとりを得た。
地中海地方（中近東を含む）で生まれた食用植物

コムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク（以上イネ科）、キャベツ、ケール、コールラビ、カリ
フラワー、ブロッコリ、セイヨウアブラナ（以上アブラナ科）、セロリ、パセリ、ニンジン（以上
セリ科）、ホウレンソウ、サトウダイコン（以上ヒユ科）、ソラマメ、エンドウ（以上マメ科）、タ
マネギ（ヒガンバナ科）、アスパラガス（クサスギカズラ科）、カルドン、シュンギク、レタス（以
上キク科）、オリーブ（モクセイ科）、ブドウ（ブドウ科）、リンゴ、サクランボ（以上バラ科）、ザ
クロ（ミソハギ科）、イチジク（クワ科）
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■ 28B　雑
ざっ

穀
こく

のふるさと■
アワ・キビ・ヒエ・モロコシなどの雑穀は、現在日本ではブタやニワトリ、小鳥などの飼料に用

いられるだけで、ほとんど食用にされることがなく、ひごろ目にふれる機会もすくない。
アフリカやインドのサバンナ地帯は雑穀のふるさとで、そこでは、いまなお多種多様な雑穀が栽

培され、大切なたべものとなっている。
この地域ではまた、われわれにはめずらしいさまざまのマメ類とウリ類が栽培植物となった。ゴ

マ・ベニバナ・ニガーシードなど油の原料となる作物もつくりだされた。これらは春にたねをまい
て、秋に収穫する夏作物であることが、地中海地域の植物と対照的である。

日本人にとって、いちばん大切な作物のイネの仲間も、この地域に関連づけて考えることができ
る。サバンナ地帯が多雨地帯に移る西アフリカでアフリカイネが栽培植物となり、中華人民共和国
南部でイネが栽培植物となった。
おもな食用植物

モロコシ（コウリャン）、トウジンビエ、シコクビエ、アワ、ヒエ、テフ（以上イネ科）、フジマメ、
レンズマメ、ヒヨコマメ、アズキ、リョクトウ、コロハ（以上マメ科）、スイカ、トウガン、ツルレ
イシ、ヘビウリ、メロン、キュウリ（以上ウリ科）、ナス（ナス科）、オクラ（アオイ科）、ベニバナ、
ニガーシード（キク科）、ゴマ（ゴマ科）

■ 26C　イモとバナナの国■
高温で雨の多い東南アジアの熱帯は、いちめん森林におおわれていた。そこには食用になる野生

植物がたくさんあり、マレー半島からニューギニアにいたる熱帯降雨林地帯で、世界最初の農耕が
はじまった。

ヤムイモ・タロイモをはじめとするいろいろなイモ類、バナナ・サトウキビなどが栽培された。
たねまきをしないで、さし木や株分けでふやす根

こん

栽
さい

農耕であった。
おもな作物では非常にたくさんの品種がつくりだされ、倍数体がよく利用されている。たとえば

野生のバナナには大きいたねがごろごろはいっているが、3 倍体のたねなしバナナが、いつからとも
わからない遠い昔から栽培されている。非常に原始的だとばかり思われている東南アジアの根栽農
耕には、このように高度に発達した一面もみられる。
東南アジアで開発されたおもな食用植物

ダイジョ（ヤマノイモ科）、サトイモ（サトイモ科）、サトウキビ、ハトムギ、ジュズダマ（以上
イネ科）、ウコン、ショウガ（以上、ショウガ科）、バナナ（バショウ科）、サゴヤシ（ヤシ科）、マ
ンゴスチン（フクギ科）、マンゴー（ウルシ科）、ドリアン（アオイ科）

■ 26D　日本にはなにがあったか■
東南アジアではじまった世界でもっとも古い根栽農耕は、その北に続くアジア大陸東部の照葉樹

林地帯に伝わった。
そこではクリやシイやどんぐりなどの木の実、クズ・ワラビ・コンニャク・テンナンショウ類・

ヤマノイモなど野生植物の地下部を食用にしていた。東南アジアからサトイモが伝わり、ナガイモ
が栽培植物となったが、熱帯にくらべて食べられる植物はとぼしかった。そうした地域の東北の端
に日本がある。

やがて西方から雑穀・豆類・ソバなどの種子農耕が伝わり、そのあと稲作が伝わったと考えられ
ている。

日本原産の食用植物はクリ・ナシ・ビワ・カキなどの果樹のほかには、フキ・ミツバ・ウド・セリ・
ユリなど貧弱なものばかりで、ゆたかな生活のエネルギーとなるすぐれた作物はなにひとつない。
今日、あなたが食べた植物はどこからきたのだろうか。
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■ 26E　新大陸から得たもの■
新大陸では東南アジアではじまったような根栽農耕と、アフリカ・インドのサバンナ地帯にみら

れたような種子農耕が独自におこり、発達した。
根栽農耕ではキャッサバ・ヤウティア・パイナップル・ジャガイモが南米で、サツマイモが中米

で作物となった。
種子農耕ではトウモロコシ・サイトウ（菜豆）・ラッカセイ・カボチャ・トマト・トウガラシなど

が作物となった。
これらはすべて非常にすぐれた作物で、コロンブスの新大陸発見以来、世界の人びとを飢

う

えから
救い、食卓をゆたかにするのに大きな貢献をしている。
新大陸起源のおもな食用植物

トウモロコシ（イネ科）、サツマイモ（ヒルガオ科）、ジャガイモ（ナス科）、キャッサバ（トウダ
イグサ科）、ヤウティア（サトイモ科）、ニホンカボチャ、セイヨウカボチャ、ペポカボチャ（以上
ウリ科）、ハヤトウリ（ウリ科）、トマト、トウガラシ（以上ナス科）、ナンキンマメ、サイトウ、ラ
イマメ（以上マメ科）、パイナップル（パイナップル科）、パパイヤ（パパイヤ科）、ヒマワリ（キク
科）、カシューナッツ（ウルシ科）、キノア（ヒユ科）
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　第 5 展示室は生態学や生き物のくらしについて知る入口にすぎません。展示を見て、この解説書
を読んでさらに詳しく知りたくなった人の役に立ちそうな本をあげます。
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自然史博物館の使命と活動

博物館は展示と共に、調査研究、資料収集保管、普及教育を中心とした様々な活動を行ってい
ます。これらの活動は、「大阪市立自然史博物館のビジョンと使命（2023 年度版）」（https://omnh.
jp/2about/foreword.html）を実現すべく行っているものです。この中で自然史博物館は、
「『ワクワクやドキドキに出会い、仲間と出会い、大阪の自然を共に大切にしていく人々の学び舎』
であり、『市民と協働して過去の遺産を現在に活かし、未来につなげる』博物館である」

としました。そしてその究極の⽬標として
「自然の探求と、人と自然が共存する豊かな社会の実現を図る人材の育成」
を掲げました。そのために、以下の 5 つの使命をもって博物館の活動にあたるとしています。
１．	 博物館が自然の情報拠点として機能すること
２．	 社会教育施設として好奇心を刺激し、学びを支援すること
３．	 幅広い市民参画と市民連携
４．	 文化学術機関との連携
５．	 よりよいマネジメントの確立
そしてこの５つの使命に沿った中期目標を掲げています。
この使命および中期目標を実現するために、博物館の展示、調査研究、資料収集保管、普及教育

として、主に以下のような事業を行っています。
展示事業

博物館の展示は、大きく 2 種類に分けることができます。いつ来ても楽しめる常設展と、会期を
区切った特別展やテーマ展示、ミニ展示です。常設展は本書で紹介した博物館本館での常設展示と、
花と緑と自然の情報センターでの「大阪の自然誌」展示室からなります。「大阪の自然誌」展示室は、
大阪全域の様々な自然環境を網羅することを目的としています。特別展やテーマ展示、ミニ展示で
は、常設展では扱いきれない特定のテーマや地域に絞った展示、学芸員の研究成果を発表する場とし
ての展示、市民の皆さんから寄贈を受けた標本やコレクションの展示などをしています。また、ホー
ムページ上でのバーチャル展示室（https://omnh.jp/tour/）も、展示活動の一環といえるでしょう。
調査研究事業

自然史博物館では、それぞれの学芸員が個人あるいは共同で、大阪を中心とした日本そして世界
中の自然に関する調査や、自然のしくみ・おいたちについての基礎的な研究を行なっています。学
芸員によるこれらの調査研究を元に、博物館の展示や普及教育活動が行われているので、調査研究
は博物館活動の根幹であるといえます。その分野は学芸員のそれぞれの専門である生物学、地質学、
古生物学の範囲にとどまらず、自然保護や環境保全、考古学や歴史学・民俗学、そして博物館学ま
で様々です。また調査場所も、大阪周辺だけでなく、日本そして世界各地をフィールドとして研究
活動を行なっています。
資料収集保管事業

自然に関係した標本、文献、映像などを広く収集・保管しています。これらの資料は、博物館の
収蔵資料として、収蔵庫や書庫に保管します。同時に標本情報のデジタル化を行い、積極的に公開
していくことも重要です。これら活動により、標本や文献を次の世代に引き継ぐとともに、展示や
研究のために活用することができます。博物館の登録標本は、2023 年度末の時点で 200 万点近く
となり、今後も増えていくことが予想されます。しかし、標本の整理・登録作業をする人的・経済
的パワーが不足しているとともに、収蔵庫の収容能力もすでに限界に迫っています。これらの問題
は、資料収集保管事業をこれからも進めていくための、今後の課題といえるでしょう。
普及教育事業

博物館では、大阪周辺の自然とその成り立ち、人と自然の関わりについて学んでいただくため
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に、野外観察会をはじめ、室内外での実習、講演会、植物園案内を行なっています。講演会など
は YouTube を用いた配信も行なっています（YouTube の「大阪市立自然史博物館」チャンネル：
https://www.youtube.com/c/ 大阪市立自然史博物館 /）。また、大学からの博物館実習の受け入れや
小中学校の職場体験、学校教員向けの研修など、学校園との連携活動も行なっています。また、博
物館を積極的に活用しながら、自然に親しみ、学んでいこうという人たちには、「大阪市立自然史博
物館友の会」があります。さらに専門性を深めたい方には、様々なサークル活動が博物館を中心と
して行われています。このような博物館の活動や展示、自然に関して知りたいことがあれば、学芸
員がいつでも窓口にいますので、いつでもご相談ください。

おわりに

博物館には様々な目的を持っている方が来られます。大阪の自然を学ぼうとする人、恐竜の復元
骨格やアンモナイトの化石を見に来る人、大きなクジラの骨格から昆虫・植物まで大小関わらず自
然史標本が好きな人、遠足や学校の宿題で来る児童・生徒、博物館という空間をただ楽しむ人など、
それぞれの目的に応じた博物館の楽しみ方・利用の仕方があります。本書は、このような様々な目
的を持って博物館に来られる人が、博物館の展示とそれを通して伝える博物館からのメッセージを
理解する一助として作っています。

現在ではインターネットで、博物館の展示をはじめ、博物館の沿革や出版物、展示以外の様々な
調べ物に使うことができます。これらのページは、展示の下調べや特定の目的を持った見学、博物
館のことを調べるには十分に役立ち、私たちもそれを推奨しています。一方で、実際に博物館に訪
れ、展示を見て、その空間に身を置くことは、博物館からのメッセージを直接的に感じることがで
きる大事な機会だと考えています。そして展示を見た上で本書を読むことで、博物館の伝えたい
メッセージを自分自身のペースとスタイルで理解することができると考えています。

博物館には展示だけでなく、学芸員に直接相談できる窓口や様々な自然史関係の図書など、来館
した人たちの好奇心と知識を満たすコーナーがあります。さらに様々な普及行事も開催しており、
展示以外にも自然を知るための活動を行っています。ぜひ博物館の展示と本書をきっかけにして、
皆さんが「自然史」の理解を深めることを期待しています。
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